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■発行日　毎月1日・15日
■人　口　416,727人
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　（平成25年12月1日現在）

市政情報は岐阜市ホームページでも

岐阜市役所 代表
　（058）265ー4141
　（058）264ー8602

岐阜市 検 索検 索
開庁日時は、月曜日～金曜日（祝日を除く）
の午前8時45分～午後5時30分です
　　　　　　　　　　※ただし、一部の課や施設は異なります

12月15日号

243

市長の

宅配便

　
一
年
365
日
、
長
い
よ
う
で
短
い
も
の
で
、
今
年
も
も
う
終

わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
元
気
宅
配
便
の
今
年
の
新
年

号
で
は“
豊
饒
・
人
間
主
義
都
市
・
岐
阜
”を
目
指
し
て
ま
ち

づ
く
り
、
人
づ
く
り
に
あ
た
っ
て
い
き
た
い
と
申
し
上
げ
ま

し
た
。
人
が
主
役
の
ま
ち
・
岐
阜
市
で
は“
人
へ
の
投
資
”が

最
優
先
さ
れ
る
、
と
も
申
し
上
げ
ま
し
た
。
地
下
資
源
に
恵

ま
れ
な
い
日
本
に
お
い
て
唯
一
の
資
源
は“
人
”つ
ま
り“
人

財
”で
あ
り
、
そ
の
人
の
能
力
を
掘
り
出
し
、
磨
き
を
か
け

る
の
が
教
育
の
使
命
で
す
。
ま
た“
健
全
な
る
魂
は
健
全
な

る
肉
体
に
宿
る
”と
言
わ
れ
る
よ
う
に
健
康
な
体
を
つ
く
る

こ
と
も
大
切
で
す
。

　
そ
こ
で
岐
阜
市
で
は“
教
育
立
市
”“
医
療
・
健
康
立
市
”

を
旗
印
に
人
へ
の
投
資
を
積
極
的
に
進
め
て
き
ま
し
た
。
先

日
あ
る
新
聞
を
読
ん
で
い
た
ら“
企
業「
人
」へ
の
投
資
探
る
”

と
言
う
タ
イ
ト
ル
の
記
事
が
目
に
入
り
ま
し
た
。
か
つ
て
は

企
業
の
投
資
と
言
え
ば
工
場
な
ど
生
産
設
備
へ
の
投
資
と
考

え
ら
れ
て
い
た
の
で
す
が
最
近
で
は
企
業
で
も
社
員
の
能
力

開
発
、
健
康
維
持
な
ど
人
へ
の
投
資
が
重
視
さ
れ
る
時
代
が

来
た
の
だ
な
と
感
銘
を
受
け
る
と
と
も
に
、
わ
が
市
の
方
針

に
間
違
い
は
な
か
っ
た
の
だ
と
改
め
て
確
信
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
昨
年
末
の
政
権
交
代
を
経
て
、
今
年
は
長
年
の
デ
フ
レ
か

ら
の
脱
却
を
め
ざ
し
、三
本
の
矢
に
代
表
さ
れ
る
経
済
政
策
、

い
わ
ゆ
る
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
っ
て
円
安
、
株
高
が
進
行
し

大
企
業
で
は
業
績
が
大
幅
に
改
善
し
ま
し
た
。
一
時
も
早
く

そ
の
効
果
が
地
方
の
中
小
零
細
企
業
に
も
波
及
す
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。
2
0
2
0
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
東
京
招
致
決
定
、
富
士
山
の
世
界
遺
産
登
録

な
ど
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
る
一
方
で
大
型
の
台
風
26
号
、

30
号
が
伊
豆
大
島
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
直
撃
す
る
な
ど
異
常
気

象
の
猛
威
は
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
ず
、
事
故
か
ら
2
年

以
上
経
過
し
た
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
汚
染
水
問
題
の

深
刻
化
な
ど
残
念
な
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

　
岐
阜
市
で
も
み
ん
な
の
森 

ぎ
ふ
メ
デ
ィ
ア
コ
ス
モ
ス
の

着
工
、
鵜
飼
観
覧
船
乗
船
客
1
千
万
人
達
成
、
岐
阜
市
の

文
化
的
景
観
の
国
の
重
要
文
化
的
景
観
へ
の
選
定
、
岐
阜

市
民
病
院
の
改
築
完
了
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
ど
ん
な
一
年
だ
っ
た
で

し
ょ
う
か
？

　
来
た
る
べ
き
2
0
1
4
年
が
皆
様
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い

年
と
な
る
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

2
0
1
3
年
を
振
り
返
っ
て

●冬至迎え　午後4時～5時30分ごろ／鵜飼観覧船のりば前　刻々と変わる黄
昏（たそがれ）の空を背景に、いろいろな色の和紙で彩られた1から12の数字行
燈（あんどん）に明かりが灯ります。数字行燈を載せた12隻の屋形船が岸辺で冬
至の長い夜を迎えます。
●出船　午後5時45分ごろ／鵜飼観覧船のりば前　船頭さんが船に乗り込み、
干支船を先頭に、1月船から順番に川岸を船出していきます。
●顔見せ　午後6時ごろ／長良川右岸プロムナード　「こよみのよぶね」が長良
橋をくぐり、下流を上って来ます。
●お山下楽屋　午後6時30分ごろ／お山下川原　全ての船がお山下の川原で、
時を待ちます。
●時の流れ　午後7時～8時／長良川右岸プロムナード　太鼓の音と共に、1月
船から順番に「こよみのよぶね」が流れてきます。「鵜匠の家 すぎ山」前に1隻ず
つ接岸し、「こよみっけ!!」引き渡しの式が行われます。その後、全ての船が金華
山を背景にして川面に一列に並ぶ、総がらみで締めくくります。
●お見送り　午後8時過ぎごろ　12月船、そして干支船も役割を終えて、長良
橋の下へ流れて行きます。今年を振り返りつつ、来年へとつながる時を告げます。
●楽日初日　午後8時30分～9時ごろ／鵜飼観覧船のりば前　終わりは始まり
のしるしです。数字行燈を岸に上げて解体し、次の姿へとつなげます。骨組み
の竹から和紙を剥がします。この作業は当日参加できます。

時を感じる叙情作品
※雨天決行、荒天時は内容を変更して開催

12月22日㈰〈冬至の日〉午後4時～8時ごろ
鵜飼観覧船のりば・長良川右岸プロムナード一帯

　今年をひと月ごとに振り返り、出来事や想い出を小さな短冊に
書き込みませんか。書かれた「こよみっけ!!」は、月ごとに「こよみのよぶね」に乗
せられて運ばれます。◆記入場所・期間　市役所本庁舎1階ロビー／12月16日
㈪午前8時45分～20日㈮正午　  男女共同参画・文化課 214ー4973

写真撮影：末松文

　紙面
から

●「第1回岐阜市庁舎のあり方検討委員会」が開催されました……2面　●年末年始の窓口／ごみの収集／病気になったら……3面　●契約制度につ
いて……3面　●岐阜市議会常任委員会行政視察報告……4～5面　●“教育立市”岐阜市の先進的な取り組み……6～7面　●連載「きらり★ぎふっ
こ」……8面　●「みんなの森 ぎふメディアコスモス」の建設を進めています……12面　●平成27年夏、図書館本館が生まれ変わります……12面

総
合
監
修 

日
比
野
克
彦



◎委員会の詳細については、市ホームページをご覧くだ
さい。　　　　　　　　　　  政策調整課 214－2039

り
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
雪
の
重
み
で
個
人
の
樹
木
や

竹
が
道
路
側
に
張
り
出
す
お
そ
れ
が
あ

る
場
合
、
あ
ら
か
じ
め
伐
採
し
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
通
行
の
支

障
と
な
る
場
合
、
市
で
緊
急
に
伐
採
し

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

 

道
路
維
持
課

214
4
7
9
6

◆
対
象
分
野　
①
舞
台
芸
術
、②
美
術
、

③
文
芸
、
④
①
～
③
に
準
ず
る
分
野

◆
対
象
経
費　
①
芸
術
文
化
活
動
成
果

発
表
事
業
の
会
場
費
。
②
芸
術
文
化
に

関
わ
る
刊
行
物
発
行
事
業
の
印
刷
・
録

音
・
録
画
費
。
③
芸
術
文
化
活
動
研
修

事
業
の
講
師
謝
礼
・
会
場
費
。
④
そ
の

他
こ
れ
に
準
ず
る
経
費
。
◆
応
募
要
件

①
市
を
拠
点
に
活
動
し
、
一
定
の
実
績

が
あ
る
か
、
そ
の
見
込
み
が
あ
る
個

人
・
団
体
が
主
催
。
②
趣
旨
が
制
度
の

目
的
に
沿
い
、
実
施
が
確
実
で
あ
る
。

③
主
と
し
て
市
民
を
対
象
と
し
、
広
く

市
民
に
公
開
さ
れ
る
。
※
審
査
会
で
審

査
し
決
定
。
◆
助
成
額　
対
象
経
費
内

で
20
万
円
を
超
え
な
い
額　
◆
申
込
・

  
来
年
4
月
～
9
月
に
実
施
予
定
の

事
業
に
つ
い
て
、
申
請
書（
同
セ
ン
タ

ー
で
入
手
で
き
ま
す
）を
来
年
1
月
31

日
㈮
ま
で
に
郵
送
ま
た
は
直
接
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー（
橋
本
町
1

－

10

－

23
・

268
1
0
5
0
）へ
。

興
な
ど
の
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

調
査
へ
の
ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

統
計
分
析
課

264
7
6
5
2

　
平
成
26
年
度
の
固
定
資
産
税
お
よ
び

都
市
計
画
税
は
、
平
成
26
年
1
月
1
日

の
資
産
の
状
況
に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま

す
。
今
年
中（
平
成
25
年
1
月
～
12
月
）

に
家
屋
を
取
り
壊
し
た
人（
滅
失
の
登

記
を
済
ま
せ
た
場
合
は
除
く
）、
あ
る

い
は
所
有
す
る
宅
地
ま
た
は
家
屋
の
利

用
状
況
を
次
の
い
ず
れ
か
に
変
更
し
た

人
は
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
①
住
宅
用

地
を
、
事
務
所
・
店
舗
等
の
敷
地
や
貸

駐
車
場
な
ど
住
宅
以
外
の
用
地
に
変
更

し
た
場
合
。
②
住
宅
以
外
の
用
途
に
使

用
し
て
い
た
土
地
を
、
住
宅
用
地
と
し

て
使
用
し
始
め
た
場
合
。
③
事
務
所
・

店
舗
等
、
住
宅
以
外
の
家
屋
を
改
築
す

る
な
ど
し
て
、
住
宅
と
し
て
使
用
し
始

め
た
場
合
、
ま
た
は
そ
の
逆
の
場
合
。

 

資
産
税
課

214
2
0
5
9

　
除
雪
作
業
は
、
交
通
安
全
を
確
保
す

る
た
め
、
地
域
の
幹
線
道
路
や
凍
結
の

お
そ
れ
の
あ
る
橋
り
ょ
う
部
な
ど
を
優

先
的
に
、
深
夜
か
ら
早
朝
に
か
け
て
実

施
し
ま
す
。
作
業
車
の
騒
音
や
振
動
な

ど
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
場
合
も
あ

●
市
・
県
民
税
関
係　
新
た
に
課
税
証

明
書（
市
県
民
税
額
の
み
記
載
）を
発
行

し
ま
す
。

●
固
定
資
産
税
関
係　
新
た
に
公
課
証

明
書（
固
定
資
産
税
額
・
都
市
計
画
税

額
の
み
記
載
）を
発
行
し
ま
す
。
証
明

書
1
枚
あ
た
り
に
記
載
す
る
物
件
数
を

5
件
か
ら
9
件
に
変
更
し
ま
す
。

●
証
明
書
の
様
式　
A
4
ヨ
コ
か
ら

A
4
タ
テ
に
変
更
し
ま
す
。

 

税
制
課

265
3
9
0
8

　

自
動
交
付
機
で
交
付
で
き
る
税
務
証

明
書
が
、
最
新
年
度
の
市
県
民
税
の
所

得
証
明
書
・
所
得
課
税
証
明
書
の
み
と

な
り
ま
す
。
固
定
資
産
税
関
係
・
納
税

関
係
の
証
明
書
は
交
付
で
き
な
く
な
り

ま
す
。
必
要
な
場
合
は
、
税
制
課
ま
た

は
各
事
務
所
で
直
接
、
ま
た
は
税
制
課

へ
郵
送
で
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

 

税
制
課

265
3
9
0
8

　

10
月
に
実
施
し
た
調
査
の
結
果
、
市

内
に
お
け
る
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
率
は
80
・
6
％
で
し
た
。
こ
の
警
報

器
は
、
寝
室（
寝
室
が
2
階
以
上
の
場

合
は
階
段
上
部
も
）設
置
が
義
務
で
す
。

ま
だ
設
置
さ
れ
て
い
な
い
ご
家
庭
は
、

早
急
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。
設
置
済

み
の
ご
家
庭
は
適
切
な
維
持
管
理
を
お

願
い
し
ま
す
。

 

消
防
本
部
予
防
課

262
7
1
6
3

　
「
工
業
統
計
調
査
」を
、
12
月
31
日
㈫

を
期
日
に
実
施
し
ま
す
。
調
査
票
は
、

12
月
か
ら
来
年
1
月
に
か
け
て
調
査
員

が
各
事
業
所
を
訪
問
し
て
配
布
す
る
か
、

国
か
ら
直
接
郵
送
し
ま
す
。
統
計
法
に

基
づ
く
報
告
義
務
が
あ
る
重
要
な
統
計

で
、
結
果
は
中
小
企
業
施
策
や
地
域
振

市 政市 政 平成25年（2013年）12月15日号 広報ぎふ〈2〉第1730号〈3〉広報ぎふ

12月 平成26年1月
27
㈮

28
㈯

29
㈰

30
㈪

31
㈫

1
㈷

2
㈭

3
㈮

4
㈯

5
㈰

市役所本庁舎・南庁舎・各事務所など ○ × × × × × × × × ×

住民票等
自動交付機

本庁舎とマーサ21は1/2㈭・3㈮休み。
JR岐阜駅ステーションプラザ・柳津地域振興事務所・北部事務所・東
部事務所・南部東事務所・南部西事務所は12/29㈰～1/3㈮休み。
※税務証明書は1/4㈯・5㈰発行できません。

JR岐阜駅ステーションプラザ ○ ○ × × × × × × ○ ○
市民病院　※救急診療は行います。併設の各センターは右参照 ○ × × × × × × × × ×
岐阜城 年中無休（冬季開館時間：午前9時30分～午後4時30分・元日は午前6時30分～）
長良川うかいミュージアム（長良川鵜飼伝承館） ○ ○ × × × × × × ○ ○
道の駅柳津 ○ ○ ○ ○ × × × × × ○
長良川国際会議場 ○ ○ × × × × × × ○ ○
勤労会館／サンライフ岐阜 ○ ○ × × × × × × ○ ○
じゅうろくプラザ（文化産業交流センター） ○ ○ × × × × × × ○ ○
ながら川ふれあいの森（四季の森センター･キャンプ場）○ ○ × × × × × × ○ ○
健康ふれあい農園（管理棟） ○ ○ × × × × × × ○ ○
消費生活センター ○ ○ × × × × × × ○ ×
老人福祉センター ○ ○ × × × × × × ○ ×
三田洞神仏温泉 ○ ○ × × × × × × ○ ○
ふれあいの館「白山」 ○ ○ × × × × × × ○ ×
白杖園 ○ ○ × × × × × × ○ ×
福祉健康センター ○ ○ × × × × × × ○ ×
障害者生活支援センター ○ × × × × × × × × ×
児童館・児童センター ○ ○ × × × × × × ○ ○
市民福祉活動センター ○ × × × × × × × × ×
岐阜市柳ケ瀬健康ステーション ○ ○ × × × × × × ○ ○
斎苑 ○ ○ ○ × ○ × ○ × ○ ○
柳津資源ステーション ○ ○ ○ ○ × × × × × ○
し尿収集　※4日は一部地域のみ収集 ○ ○ × ○ × × × × △ ×
プラザ掛洞（浴場・温水プール） ○ ○ ○ × × × × × × ×
リサイクルまんが館 ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○
芥見リサイクルプラザ／リフレ芥見 ○ ○ × × × × × × ○ ○
岐阜市柳ケ瀬あい愛ステーション ○ ○ × × × × × × ○ ○
岐阜ファミリーパーク・こどもゾーン ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○
岐阜駅前広場交流センター 年中無休／午前8時30分～午後7時
ぎふ・まちなかレンタサイクル ○ ○ × × × × × × ○ ○
岐阜市駅西駐車場、岐阜シティ・タワー43地下駐車場 年中無休／24時間営業
岐阜市金公園地下駐車場 年中無休／営業時間：午前7時～午後11時
岐阜公園堤外駐車場、大宮町駐車場 年中無休（無料開放：12/31㈫午後6時～1/2㈭午前8時）
上下水道事業部本庁舎 ○ × × × × × × × × ×
※上下水道管の維持管理業務は行います。上下水道事業部維持管理課 259－7788
上下水道料金センター 266－8835 ○ × × × × × × × ○ ○
市民会館／文化センター ○ ○ × × × × × × ○ ○
ハートフルスクエアーG（生涯学習・女性センター）○ ○ × × × × × × ○ ○
コミュニティセンター ○ ○ × × × × × × ○ ○
NPO・ボランティア協働センター ○ ○ × × × × × × ○ ○
黒野共栄館／早田教育集会所 ○ ○ × × × × × × ○ ×
図書館・図書室 ○ ○ × × × × × × ○ ○
科学館 ○ ○ × × × × × × ○ ○
歴史博物館／加藤栄三・東一記念美術館／柳津歴史民俗資料室 ○ × × × × × × × ○ ○
青少年会館 ○ ○ × × × × × × ○ ○
少年自然の家 ○ ○ × × × × × × ○ ○
ドリームシアター岐阜 ○ ○ × × × × × × ○ ○
体育館 ○ ○ × × × × × × ○ ○

大掃除などで出た多量のごみの処理
普通ごみ 粗大ごみ

方
法

◦電話で環境事業課または東部クリー
　ンセンター、掛洞プラントへ申し込
　み、自己搬入

◦電話で粗大ごみ受付センターへ申し
込み、施設へ自己搬入。または戸別
収集を依頼（1回につき20点まで可）

◦市の許可業者へ収集運搬を依頼（収集運搬料が必要です）
　許可業者については環境事業課へお問い合わせください

申
込
先

◦環境事業課 265－3983
◦東部クリーンセンター 243－1151
◦掛洞プラント 239－9911

◦粗大ごみ受付センター 243－0530
　（平日の午前8時30分～午後5時
　　12月28日㈯～1月5日㈰は休み）

年
末12月28日㈯午前11時まで

自己搬入＝12月29日㈰午後4時まで／
申込は27日㈮まで　戸別収集＝12月27
日㈮まで／申込は26日㈭まで

年
始 1月8日㈬午前9時から 1月6日㈪午前9時から

年末年始のごみの収集  環境事業課 265－3983

年末年始の窓口など

ごみの種類 年末最終収集日 年始最初収集日 ご注意ください
普通ごみ 12月31日㈫ 1月4日㈯ 決められた曜日・場所

に出してくださいビン・ペットボトル／カン 12月31日㈫ 1月6日㈪

　急病でお困りの時は、まず、かかりつけの医師に連
絡し、医師が不在の場合は「救急病院案内」をご利用く
ださい。紹介を受けたら必ず、その医療機関に電話の
上お出かけください。

センター名・診療科目
（いずれも場所は鹿島町7－1・

岐阜市民病院内）
診療時間 受付

時間

12月 平成26年1月
28
㈯

29
㈰

30
㈪

31
㈫

1
㈷

2
㈭

3
㈮

4
㈯

5
㈰

休日急病センター【内科・小児科】
253－7277

  9:00～13:00
14:00～18:00
19:00～23:00

前
か
ら
終
了
30
分
前
ま
で

各
診
療
時
間
の
開
始
30
分

× ○ × ○ ○ ○ ○ × ○

休日急病歯科センター【歯科】
253－7337

  9:00～13:00
14:00～18:00 × ○ × ○ ○ ○ ○ × ○

小児夜間急病センター【小児科】
251－1101㈹ 19:30～23:00 ○ × ○ × × × × ○ ×

※小児夜間急病センターは、15歳以下のお子さんが対象です。受診の際は健康保険証・福祉医
療費受給者証、服用薬の内容が分かるもの（お薬手帳、処方せんやその説明書）、医療費などをお
持ちください。初診の人は選定療養（病床数200以上の病院で受けた初診にかかる特別料金）とし
て2,100円を自己負担してください。（福祉医療費受給者証をお持ちの人も自己負担となります。）

　子どもの急病やけがの応急処置、医療機関の受診について、電話で専門の相談員に
相談できます（ただし、電話での診療はしません）。
◦携帯電話（NTTdocomo・SoftBank・au）、固定電話のプッシュ回線から：＃8000
◦その他の電話から： 240－4199
◆相談受付日時　月～金曜日の午後6時～翌日午前8時、土曜日・日曜日・祝日・12
月29日㈰～来年1月3日㈮の午前8時～翌日午前8時〈24時間〉

年末年始に病気になったら…

◦小児救急電話相談

265－0009
または 262－3799

◦救急病院案内

来
年
1
月
6
日
㈪
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・
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わ
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一
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費
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成

×は休み

×は休み

契約制度について
　地方自治体の契約は、最少の経費で最大の効果を上げるよう競争性・公平性の
確保をはじめ、不正行為を排除しつつ、業務の品質を確保することが求められて
います。一方、市内業者は事業所税の納入や除雪業務・災害等発生時の協力など、
地域の活性化や安全・安心に貢献していただいていることから、市発注の案件（工
事・業務委託・物品購入など）については、市内業者が履行困難な案件を除き、市
内業者へ優先発注するなど受注機会の確保を図っています。
　また、市では社会情勢や国・県・他自治体の動向を注視しながら、より良い契
約制度となるよう、これまでも継続的に見直しを図ってきましたが、今後も引き
続き適正な契約制度の構築に向け見直しを行っていきます。
　なお、市の主な契約の種類と契約制度は以下のとおりです。
◆主な契約の種類
①一般競争入札　一定の資格を有する者を対象に競争させる競争性・透明性の高
い入札方式です。対象を段階的に拡大することで、一般競争入札を推進しています。
◦対象　工事：2,500万円以上、業務委託・物品等：1億円以上
②指名競争入札　案件の内容に応じ、市が適切と認める競争参加者を選んで競争
させる入札方式です。
③随意契約　競争の方法によらないで、特定の相手方を選んで締結する契約方法です。
④総合評価落札方式　価格のみではなく、価格以外の技術的な要素を評価の対象
に加え、価格と技術の両面から落札者を決定する方式です。
◦対象　工事：2,500万円以上
◆主な契約制度
1.低入札価格調査制度と最低制限価格制度　ダンピング受注を防止し、適正な履
行および適正金額での契約を確保するための制度です。
◦対象　低入札価格調査制度：2,500万円以上の工事、500万円以上の業務委託
　　　　最低制限価格制度：130万円以上2,500万円未満の工事
◦制度内容　両制度とも、市が定める価格を下回る価格で入札が行われた場合、
その入札価格を無効とします。また、低入札価格調査制度では、無効とする価格
を上回る入札価格の場合でも、一定の価格を下回った場合、適正な履行が可能か
どうかの調査を実施します。
2.高落札率入札調査制度　予定価格に対する最低入札価格の比率が著しく高い場
合に、談合の事実の疑いがないことなどについて調査を行い、公正な競争がなさ
れたことを確認する制度です。
◦対象　4,500万円以上で落札率が95％以上の工事
◆平成24年度の業種別契約締結状況

業種 契約金額
（単位：千円）平均落札率 契約件数

※上下水道事
業部を除く。
業務委託には
測量・コンサ
ルタント業務
も含む。

うち市内業者の契約件数
工　　事 10,912,728 91.0% 699 641（91.7%）

土　木 2,945,601 92.0% 292 292 （100％）
建　築 2,397,293 87.8% 83 83 （100％）
その他 5,569,834 91.0% 324 266（82.1％）

業務委託 6,518,966 89.2% 1,512 965（63.8％）
物品購入 2,059,911 87.7% 32,082 30,173（94.0％）

 契約課 265－3894

　本庁舎は昭和41年の建設から47年、南庁舎は昭和35年の建設から53年
が経過し、老朽化が進んでいます。現在、本庁舎はアスベストが使用され
ており、大規模災害時に災害対応拠点として使用できない可能性が高いこ
とや、庁舎機能が5か所に分散し窓口機能を1か所に集中できないことなど、
さまざまな課題を抱えています。
　特に、南海トラフ巨大地震などの大規模災害が発生した場合に、災害対
応の司令塔である本庁舎が使用できないと円滑な対応や復興業務の大きな
支障となる可能性が高く、極めて深刻な問題と考えられます。
　そこで庁舎建て替えの必要性などについて、学識経験者や公募の市民、
各種団体の代表者で構成される岐阜市庁舎のあり方検討委員会（委員長：
杉戸真太岐阜大学副学長）へ意見を求めることにしました。11月20日に初
会合となる第1回委員会が開催され、現在の庁舎が抱えている様々な課題
について活発な議論が行われました。
◆現在の庁舎の抱える課題
①本庁舎に使用されているアスベスト
　アスベストの繊維は、じん肺や悪性中皮腫の原因になるといわれ、肺が
んを起こす可能性があることが知られていますが、本庁舎高層部1～8階
および低層部4階議場の天井梁にアスベストが吹き付けられています。こ
れらのアスベストには囲い込みや封じ込めといった
飛散防止措置が講じられていますが、大地震などで
天井が損壊した場合、本庁舎内に飛散して災害対策
本部として使用できない可能性があります。さらに、
近隣にもアスベストが飛散して、市民の皆さんに被
害を及ぼす可能性もあると考えています。
②老朽化
　建物本体と合わせて設備類の老朽化も進行しており、設備の改修や取替
等に毎年度多くの費用を投じています。しかし、例えば、空調設備は改修
を行ってきましたが、各部屋で温度調整ができない構造ということもあっ
て夏季には室温を28℃以下に保つことが難しく、30℃を超える部署もあ
ります。建物や設備類の老朽化は、財政面だけではなく市民サービスや職
場環境の面においても課題となっています。

「第1回岐阜市庁舎のあり方検討委員会」が開催されました
③狭あい・分散
　現在の庁舎はいずれも狭いため、待合スペースやプラ
イバシーに配慮した相談スペースなどを十分に確保でき
ていません。また一部の窓口では、通路に待合スペース
を設けているため通路の幅が非常に狭くなっています。
各課の配置を工夫することでスペースの確保に努めてい
ますが、一方では福祉サービスに関する窓口が分散する
などの利便性の低下を招いています。
④バリアフリー・ユニバーサルデザイン
　現在の庁舎はバリアフリーの考え方が普及する前に建設されたため、改修に
よる十分なバリアフリー化が難しい構造になっています。例えば、戸籍や住民
票に関する窓口である市民課へ行くためには、ロビーにある階段の昇り降りが
伴うため車椅子の方などは受付横のリフトを利用しなくてはなりません。その
他にも、多目的トイレが本庁舎高層部1階と南庁舎1階にしかなく、改修して
増やすことも物理的な制約や利便性低下の問題があって困難です。小さなお子

さんから御高齢の方まで様々な市民
の皆様が訪れる庁舎は、誰もが使い
やすいユニバーサルデザインに基づ
いた施設であることが望ましいので
すが、現在の庁舎はバリアフリー化
も十分ではありません。

⑤セキュリティー
　市役所には戸籍や税など市民の皆さんのプライバシーに関わる情報をはじめ
部外者の目に触れないよう厳重に守られなくてはならない情報が保管してあり
ます。また、執務用のパーソナルコンピューターなど高額な備品もあります。
これらの多くは執務スペースに保管されていますが、現
在ほどセキュリティー意識が高くない時期に建設された
今の市庁舎は、不審者の執務スペースへの立ち入りを制
限するなど十分なセキュリティー対策が難しい構造にな
っています。

▲本庁舎高層部の天井梁に
吹き付けられたアスベスト

▼本庁舎高層部4階の介護保
険課前の様子。通路に待合
スペースを設けているため、
通路幅が狭くなっている

▲市民課へ行くのに昇降が必
要な本庁舎1階ロビーの階段

▲本庁舎1階にある唯一の
オストメイト対応のトイレ

▲開庁時間外や閉庁時に
庁舎内で設置している立
ち入り禁止を告げる看板

ネ
ッ
ト
で
買
物
を
し
た
け
ど
商
品
を
送
っ
て
こ
な
い

14
【
相
談
事
例
】　

ブ
ラ
ン
ド
品
を
格
安
で
販
売
し
て
い
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
サ
イ
ト
で
、
商
品
を
注
文
し
た
。
指
定
の
口
座
に
代
金

を
振
り
込
ん
だ
が
商
品
が
届
か
な
い
。
連
絡
先
の
電
話
は
つ
な
が

ら
ず
、
販
売
サ
イ
ト
も
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】　

こ
の
よ
う
な
サ
イ
ト
に
代
金
を
振
り
込
ん
だ
場

合
、
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
他
に
も
偽
物
の
商
品
が
送
ら
れ
て
く

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
海
外
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
場
合
、
消
費
者
が
自
ら
事
業

者
に
模
倣
品
を
返
品
す
る
と
、
関
税
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
行
為
に
あ
た
る
可

能
性
が
あ
り
、
た
と
え
偽
物
と
判
明
し
て
も
返
品
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
。

　
契
約
す
る
前
に
安
心
し
て
買
え
る
お
店
か
ど
う
か
、
販
売
店
の
信
用
性
を
確

か
め
ま
し
ょ
う
。
所
在
地
や
担
当
者
名
、
電
話
番
号
を
確
認
し
、
表
示
に
不
備

が
あ
る
サ
イ
ト
と
の
取
引
は
控
え
ま
し
ょ
う
。
所
在
地
に
つ
い
て
は
、
実
在
す

る
か
地
図
な
ど
で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
海
外
の
サ
イ
ト
は
注
意
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
大
手
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を
利
用
し
て
い
る
場
合
は
、
補
償
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
◆
相
談
先
・
　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
橋
本
町
1

－

10

－

23
ハ
ー
ト
フ
ル
ス
ク
エ
ア
ー
Ｇ
内
・
相
談
専
用

268
1
6
1
6
）



平成25年（2013年）12月15日号 広報ぎふ〈4〉特集①／催し

本
一
災
害
に
強
い
ま
ち
」を
推
進
し
て

い
ま
す
。
中
越
地
震
後
、
市
民
や
議
員
、

市
職
員
な
ど
か
ら
の
意
見
を
集
約
し
て

災
害
の
検
証
を
行
っ
た
ほ
か
、
各
分
野

の
専
門
家
か
ら
災
害
時
の
事
例
研
究
や

新
し
い
発
想
の
防
災
対
策
な
ど
新
た
な

防
災
体
制
に
関
す
る
提
言
を
受
け
、
そ

れ
ら
を
も
と
に
平
成
18
年
4
月
に
長
岡

市
防
災
体
制
強
化
の
指
針
を
策
定
し
た

と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
自
主
防
災

会
の
結
成
率
が
、
31
・
4
％（
平
成
16
年

度
）か
ら
90
・
5
％（
平
成
23
年
度
）ま
で

上
昇
し
、
災
害
に
対
す
る
危
機
管
理
意

識
が
向
上
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
さ

ら
に
、
国
、
県
及
び
民
間
事
業
者
の
市

内
各
地
に
設
置
さ
れ
た
映
像
カ
メ
ラ
を

活
用
し
、
河
川
や
道
路
の
状
況
を
監
視

す
る
な
ど
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
情
報
収

集
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。
本
市
で
も
、

東
海
、
東
南
海
、
南
海
の
3
連
動
地
震

に
対
す
る
総
合
的
な
防
災
強
化
の
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
防
災
施
設

の
整
備
に
加
え
、
日
ご
ろ
か
ら
防
災
意

識
を
高
く
持
ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
を

想
定
し
た
防
災
訓
練
な
ど
に
取
り
組
む

重
要
性
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

❶
熊
本
県
熊
本
市（
10
月
8
日
）＝
商
店

街
活
性
化
事
業
に
つ
い
て　

医
商
連
携

を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
商
店
街
活
性

化
事
業
を
行
っ
て
い
る
健
軍
商
店
街
の

取
り
組
み
を
視
察
し
ま
し
た
。
高
齢
化

率
が
市
平
均
よ
り
も
高
い
中
、
地
域
住

民
に
身
近
な
商
店
街
を
目
指
し
、
拠
点

施
設
で
あ
る
ま
ち
な
か
図
書
室「
よ
っ

て
館
ね
」や
道
の
駅
で
取
り
扱
う
特
産

品
等
を
販
売
す
る「
ま
ち
の
駅
」の
開
設
、

タ
ク
シ
ー
会
社
と
連
携
し
た
宅
配
事

業
、
医
療
機
関
等
の
重
要
拠
点
を
掲
載

し
た
マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど
、
利
用
客
の

主
体
で
あ
る
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
を
反
映

し
た
事
業
を
多
く
の
団
体
と
連
携
し
て

推
進
し
て
い
ま
し
た
。
本
市
も
高
齢
化

社
会
に
対
応
し
た
商
店
街
活
性
化
施
策

を
進
め
て
い
く
に
当
た
り
、
地
域
が
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
不
可
欠

で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

❷
鹿
児
島
県
鹿
児
島
市（
10
月
9
日
）＝

第
２
期
鹿
児
島
市
観
光
未
来
戦
略
に
つ

い
て
／
観
光
農
業
公
園
整
備
事
業
に
つ

い
て　

平
成
23
年
3
月
の
九
州
新
幹
線

全
線
開
通
を
契
機
に
策
定
し
た
観
光
未

来
戦
略
に
基
づ
き
、
既
存
観
光
資
源
の

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
図
る
魅
力
向
上

施
策
、
市
ゆ
か
り
の
偉
人
に
扮
し
た
キ

ャ
ラ
バ
ン
隊
に
よ
る
全
国
各
地
で
の
Ｐ

Ｒ
等
、
多
種
多
様
な
取
り
組
み
が
集
中

的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
観
光
資
源
の

❶
千
葉
県
習
志
野
市（
10
月
16
日
）＝
公

共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
白
書
等
に
つ
い

て　

公
共
施
設
の
老
朽
化
に
対
応
す

る
た
め
に
作
成
し
た
こ
の
白
書
の
特
徴

は
、
耐
震
性
な
ど
の
建
物
状
況
だ
け
で

な
く
、
利
用
、
運
営
状
況
の
把
握
な
ど

も
含
め
調
査
し
て
い
る
こ
と
で
し
た
。

そ
の
後
、
白
書
を
も
と
に
し
て
、
公
共

施
設
再
生
計
画
基
本
方
針
を
取
り
ま
と

め
、
現
在
、
公
共
施
設
の
具
体
的
な
統

廃
合
や
建
て
替
え
の
手
段
及
び
時
期
を

示
す
再
生
計
画
の
策
定
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
本
市

で
は
、
老
朽
化
対
策
と
し
て
今
年
度
に

岐
阜
市
公
共
施
設
白
書
を
作
成
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
、
具
体
的
に
検
討

す
る
際
に
は
、
実
態
の
詳
細
な
調
査
や

分
析
が
不
可
欠
で
あ
る
と
感
じ
ま
し

た
。

❷
千
葉
県
船
橋
市（
10
月
17
日
）＝
公
金

徴
収
一
元
化
に
つ
い
て　

市
税
や
国
民

健
康
保
険
料
な
ど
多
数
の
債
権
を
対
象

と
す
る
公
金
徴
収
一
元
化
の
取
り
組
み

は
、
滞
納
額
の
縮
減
や
効
果
的
な
徴
収

を
目
指
し
て
平
成
20
年
4
月
か
ら
実
施

し
、
こ
れ
ま
で
滞
納
額
の
削
減
に
大
き

な
成
果
を
上
げ
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。
ま
た
、
こ
れ
に
よ
り
、
各
公
金
所

管
課
は
現
年
度
分
の
徴
収
業
務
に
専
念

す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
公
金

収
納
率
が
向
上
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。
本
市
で
も
、
税
負
担
の
公
平
性
の

観
点
か
ら
、
納
税
の
履
行
と
着
実
な
滞

納
整
理
に
よ
り
収
納
率
の
向
上
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
さ
ら
な

る
収
納
対
策
強
化
に
向
け
て
参
考
と
な

る
も
の
で
し
た
。

❸
新
潟
県
長
岡
市（
10
月
18
日
）＝
大
震

災
の
経
験
を
生
か
し
た
防
災
体
制
の
強

化
に
つ
い
て　

長
岡
市
は
、
新
潟
県
中

越
地
震
を
は
じ
め
と
す
る
自
然
災
害
を

数
多
く
経
験
し
た
こ
と
を
踏
ま
え「
日

岐
阜
市
議
会
常
任
委
員
会
行
政
視
察
報
告

　
市
議
会
で
は
、
市
政
の
発
展
に
向
け
た
施
策
な
ど
を
行
政
に
提
言
し
た
り
、
反
映
さ
せ
る
た
め
、
先
進
的
な
事
例
や
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
都
市
に
出
向
い
て
直
接
、
調
査
・
研
究
す
る「
行
政
視
察
」を
委
員
会
ご
と
に
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
10
月

に
総
務
、
産
業
、
厚
生
、
建
設
、
文
教
の
５
つ
の
常
任
委
員
会
が
行
政
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

議
事
調
査
課

214
6
2
3
7

魅
力
向
上
や
効
果
的
な
情
報
発
信
は
、

本
市
も
重
点
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で

お
り
、
そ
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識
し

ま
し
た
。
次
に
、
観
光
農
業
公
園
は
、

農
業
や
食
、
環
境
な
ど
に
つ
い
て
体
験

や
学
習
を
通
じ
て
理
解
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
平
成
24
年
11
月
に
開
設

し
、
直
売
所
や
農
園
レ
ス
ト
ラ
ン
、
滞

在
型
市
民
農
園
、
環
境
学
習
棟
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
各
施
設
で
は
四
季
折
々
の

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

し
て
お
り
、
食
農
教
育
を
推
進
す
る
本

市
と
し
て
も
参
考
と
す
べ
き
点
が
多
い

と
感
じ
ま
し
た
。

❶
兵
庫
県
姫
路
市（
10
月
9
日
）＝
姫
路

市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
に
つ
い
て
／

姫
路
市
総
合
福
祉
通
園
セ
ン
タ
ー
・
ル

ネ
ス
花
北
に
つ
い
て　

子
ど
も
・
子
育

て
支
援
法
に
基
づ
く
子
ど
も
・
子
育
て

会
議
で
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新

制
度
の
導
入
に
向
け
、
支
援
事
業
計
画

策
定
等
の
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。
姫

路
市
で
は
、
新
制
度
の
導
入
に
当
た
り
、

こ
ど
も
育
成
部
を
創
設
す
る
と
と
も

に
、
学
童
保
育
の
事
業
を
教
育
委
員
会

か
ら
移
管
し
、
子
ど
も
・
子
育
て
に
関

す
る
包
括
的
な
協
議
を
可
能
と
し
て
い

る
点
が
特
徴
的
で
し
た
。
次
に
、
乳
幼

児
か
ら
成
人
ま
で
の
障
が
い
の
あ
る
全

て
の
方
へ
医
療
及
び
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
ル
ネ
ス
花
北
を
視
察
し
ま
し

た
。
成
長
に
応
じ
て
施
設
が
変
わ
り
継

続
し
た
支
援
が
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う

従
来
の
問
題
を
解
消
し
、
ま
た
、
こ
の

施
設
で
多
様
な
経
験
を
積
ん
だ
職
員
を

市
内
の
医
療
・
福
祉
施
設
へ
講
師
と
し

て
派
遣
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
全
体

の
医
療
及
び
福
祉
の
質
を
向
上
さ
せ
る

な
ど
、
参
考
す
べ
き
点
が
多
い
と
感
じ

ま
し
た
。

❷
福
岡
県
大
牟
田
市（
10
月
10
日
）＝
大

牟
田
地
区
高
齢
者
等
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
に
つ
い
て　

認
知
症
に
な
っ
て
も

安
心
し
て
徘
徊
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
す
、
徘
徊
模
擬
訓
練
と
い
う
特
色

あ
る
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
決
め

ら
れ
た
ル
ー
ト
を
歩
く
徘
徊
役
に
参
加

者
が
声
掛
け
を
す
る
訓
練
を
通
じ
て
、

認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め
、
地
域
で
支

え
る
気
運
を
醸
成
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。
加
え
て
、
行
方
不
明
に
な
っ

た
場
合
な
ど
の
情
報
伝
達
手
段
と
し
て

Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、
通

報
窓
口
の
警
察
署
か
ら
公
共
交
通
機
関

や
市
関
係
機
関
な
ど
へ
情
報
提
供
さ
れ

る
と
と
も
に
、
事
前
登
録
さ
れ
た
約

４
千
人
の
方
へ
市
か
ら
電
子
メ
ー
ル
を

送
信
し
て
い
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
も
、

認
知
症
の
方
へ
の
対
応
は
喫
緊
の
課
題

で
あ
り
、
地
域
ぐ
る
み
で
支
え
る
重
要

性
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

❶
千
葉
県
千
葉
市（
10
月
16
日
）＝
中
心

市
街
地
活
性
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

平
成
19
年
に
内
閣
総
理
大
臣
認
定
を

受
け
た
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

の
結
果
概
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま

し
た
。
基
本
計
画
の
主
要
事
業
で
あ
る

千
葉
中
央
第
六
地
区
第
一
種
市
街
地
再

開
発
事
業
に
よ
り
建
設
さ
れ
た
官
民
複

合
施
設
は
、
当
初
の
予
想
を
上
回
る
利

用
者
を
集
め
、
中
心
市
街
地
の
集
客
力

や
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
貢
献
し
て
い
る

こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。
そ
れ
で
も
、

年
間
小
売
販
売
額
や
歩
行
者
通
行
量
の

目
標
数
値
は
達
成
で
き
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
今
後
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
活
動
な
ど
ソ
フ
ト
事
業
を
地
元
商
店

街
や
商
工
会
議
所
と
連
携
し
な
が
ら
取

り
組
み
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
図

り
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
本
市
で
も

さ
ま
ざ
ま
な
市
街
地
再
開
発
事
業
が
計

画
さ
れ
て
お
り
、
千
葉
市
の
事
例
は
、

中
心
市
街
地
に
お
け
る
に
ぎ
わ
い
の
創

出
を
推
進
す
る
上
で
大
変
参
考
に
な
り

ま
し
た
。

❷
神
奈
川
県
横
浜
市（
10
月
17
日
）＝
連

続
立
体
交
差
事
業
に
つ
い
て　

相
模
鉄

道
本
線
星
川
駅
・
天
王
町
駅
間
の
当
該

事
業
の
う
ち
、
高
架
駅
を
建
設
中
の
星

川
駅
の
工
事
現
場
を
視
察
し
、
工
事
手

順
や
事
業
認
可
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
当
該
事
業
区
間

約
1.9
㎞
に
あ
る
9
か
所
全
て
の
踏
切
の

最
大
遮
断
時
間
が
40
分
以
上
と
い
う
状

況
で
あ
り
、
交
通
渋
滞
だ
け
で
な
く
、

ま
ち
の
分
断
化
の
問
題
も
生
じ
て
い
る

た
め
、
線
路
を
高
架
化
す
る
と
と
も
に
、

道
路
を
含
め
た
周
辺
地
域
の
整
備
を
実

施
し
、
交
通
の
円
滑
化
や
地
域
の
一
体

化
に
よ
る
都
市
機
能
の
充
実
な
ど
を
図

る
と
の
こ
と
で
し
た
。
さ
ら
に
、
着
工

前
の
計
画
策
定
な
ど
、
一
時
は
国
の
補

助
を
受
け
ず
市
単
独
事
業
と
し
て
ス
タ

ー
ト
し
た
経
緯
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
、
事
業
実
施
に
対
す
る
横
浜
市
の
強

い
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

❸
静
岡
県
浜
松
市（
10
月
18
日
）＝
連
続

立
体
交
差
事
業
に
つ
い
て　

遠
州
鉄
道

線
の
当
該
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
、
高
架
化
が
完
了
し
た
上
島
駅

の
現
場
を
視
察
し
ま
し
た
。
都
市
計
画

事
業
者
で
あ
る
浜
松
市
が
鉄
道
施
設
の

施
工
主
体
で
あ
る
こ
と
、
道
路
の
中
央

分
離
帯
に
線
路
を
高
架
化
す
る
こ
と
に

よ
り
、
先
行
用
地
を
買
収
す
る
こ
と
な

く
事
業
執
行
が
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
な

ど
が
特
徴
的
で
し
た
。

　

本
市
で
は
岐
阜
県
が
事
業
主
体
と
な

総
務
委
員
会

産
業
委
員
会

厚
生
委
員
会

建
設
委
員
会

▲長岡市視察

◀

鹿児島市視察

▲横浜市相模鉄道本線星川駅工事現場視察

り
名
鉄
名
古
屋
本
線
連
続
立
体
交
差
事

業
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
平
成
24
年
12

月
に
県
が
一
部
区
間
の
先
行
整
備
方
針

を
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
早
期
事
業

化
に
向
け
た
検
討
を
推
進
す
る
に
当
た

り
、
横
浜
、
浜
松
両
市
の
事
業
は
参
考

と
す
べ
き
点
が
多
い
と
感
じ
ま
し
た
。

❶
福
島
県
郡
山
市（
10
月
9
日
）＝
郡
山

市
総
合
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

　

こ
の
施
設
で
は
、
児
童
生
徒
の
発
達

段
階
に
応
じ
た
心
の
教
育
の
充
実
を
目

指
し
、
相
談
、
適
応
指
導
教
室
、
体
験

活
動
等
の
事
業
を
実
施
し
、
子
ど
も
た

ち
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
や
問
題
に
対

し
、
保
健
、
福
祉
及
び
教
育
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
総
合
的
な
支
援
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
精
神
科
医
や
臨
床

心
理
士
な
ど
を
配
置
し
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
等
を
実
施
す
る
ほ
か
、
郡
山
市
内
全

小
中
学
校
に
お
い
て
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
に
よ
る
各
種
相
談
を
行
う
な

ど
、
き
め
細
か
な
対
応
を
行
っ
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。
本
市
に
お
い
て
も

来
年
度
に（
仮
称
）総
合
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
の
開
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
中
、

同
施
設
が
そ
の
役
割
を
発
揮
す
る
た
め

に
は
、
教
育
や
福
祉
な
ど
行
政
の
垣
根

を
超
え
た
事
業
推
進
体
制
の
構
築
が
大

切
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

❷
秋
田
県
秋
田
市（
10
月
10
日
）＝
学
力

向
上
の
取
り
組
み
／
秋
田
拠
点
セ
ン
タ

ー
ア
ル
ヴ
ェ
の
概
要
に
つ
い
て　

秋
田

市
で
は
学
力
向
上
の
た
め
、
市
独
自
の

実
践
事
例
集
な
ど
の
作
成
、
算
数
・
数

学
に
お
け
る
習
熟
度
別
授
業
の
実
施
、

小
学
校
高
学
年
で
の
教
科
担
任
制
の
導

入
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
本

市
に
お
い
て
も
確
か
な
学
力
の
定
着
を

図
る
た
め
、
本
年
度
実
施
し
た
全
市
立

学
校
、
全
教
室
へ
の
電
子
黒
板
導
入
な

ど
独
自
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
よ
り
質
の
高
い
授
業
を
提
供
す

る
た
め
の
施
策
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ

ま
し
た
。
次
に
、
Ｊ
Ｒ
秋
田
駅
に
直
結

し
て
い
る
秋
田
拠
点
セ
ン
タ
ー
ア
ル
ヴ

ェ
を
視
察
し
ま
し
た
。
同
施
設
内
の
自

然
科
学
学
習
館
は
、
触
れ
て
・
感
じ
て
・

考
え
な
が
ら
科
学
の
楽
し
さ
に
気
付
か

せ
る
こ
と
に
工
夫
を
こ
ら
し
て
い
ま
し

た
。
同
学
習
館
は
秋
田
市
の
理
科
教
育

の
一
翼
を
担
っ
て
お
り
、
気
軽
に
科
学

に
親
し
め
る
場
を
設
け
る
こ
と
の
重
要

性
を
感
じ
ま
し
た
。

文
教
委
員
会

▲姫路市ルネス花北視察

▲郡山市総合教育支援センター視察

◆時間　昼間：午前10時～午後3時、夜間：午
後5時～9時のうち2時間　◆料金（船代）　◦長
良丸コース（4～15人程度）：18,000円　◦さ
くら丸コース（4～20人程度）：20,600円　※船
は岸につなぎ留めています。遊覧する場合は別
途20,000円が必要。船はトイレ付。料金を改定する場合があります。◆料理（両コー
ス共通／1人あたり）  Ⓐ魚すきコース：2,700円　Ⓑすき焼きコース：3,000円　Ⓒ奥
美濃古地鶏鍋コース：3,000円　Ⓓしゃぶしゃぶコース：3,500円　Ⓔかに鍋コース：
3,500円　※飲物・追加料理の持ち込みも可能です。食器などはご用意ください。4月
1日からの消費税改定に伴い、価格は据え置きますが、一部内容を変更します。◆申込・

　乗船の1週間前までに電話または直接鵜飼観覧船事務所 262－0104へ。

期間  来年5月6日（火・祝）まで 
12月29日㈰～1月3日㈮は休業風流屋形船

　
130
年
か
ら
30
年
く
ら
い
前
の
ち
ょ
っ
と
昔
の
道
具
た
ち
や

日
常
生
活
を
紹
介
す
る
展
覧
会
。
今
年
で
18
回
目
を
迎
え
る

人
気
の
展
覧
会
で
す
が
、
実
は
会
期
中
、
展
示
が
少
し
ず
つ

変
化
し
て
ま
す
。
年
越
し
・
正
月
・
節
分
・
初
午
・
雛
祭
の

飾
り
物
な
ど
を
時
期
に
合
わ
せ
て
展
示
し
、
季
節
が
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
12
月
は
、
ま
ち
か
ど
コ
ー
ナ

ー
の
商
店
が
華
や
か
に
飾
り
つ
け
ら
れ
、
昭
和
20
年
代
後
半

の
レ
ト
ロ
な
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
な
ど
を
展
示
し
、
ク
リ
ス

マ
ス
の
雰
囲
気
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
◆
観
覧
料　
高
校
生
以

上
300
円（
240
円
）、
小
・
中
学
生
150
円（
90
円
）  

※（　
）は
20

人
以
上
の
団
体
料
金　
※
市
内
在
住
の
70
歳
以
上
と
中
学
生

以
下
の
人
、
各
種
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
人
と
そ
の
介
護

者
1
人
、
家
庭
の
日（
12
月
15
日
・
1
月
19
日
・
2
月
16
日

の
各
㈰
）に
入
館
す
る
中
学
生
以
下
の
人
と
そ
の
家
族
は
無

料　
◆
開
館
時
間
　
午
前
9
時
～
午
後
5
時（
入
館
は
30
分

前
ま
で
） 

◆
休
館
日　
毎
週
月
曜
日（
12
月
23
日
、
1
月
13

日
は
開
館
）、
12
月
24
日
㈫
、
12
月

28
日
㈯
～
1
月
3
日
㈮
、
1
月
14

日
㈫
、
2
月
12
日
㈬　

◆
場
所
・

　

歴
史
博
物
館（
大
宮
町
2

－

18

－

1
・

265
0
0
1
0
）

ちょっと昔の道具たち
歴史博物館企画展 来年3月2日㈰まで

【関連行事】 ▼ものしり博士のわくわくワークショップ　❖日時　12月21日㈯  
午前10時～正午と午後1時～3時　※観覧料のみで当日自由に参加できます。

▲

クリスマスツリー

　新春の消防恒例行事の行事とし
て親しまれています。暖かい服装
でお越しください。◆内容　消防
功労者表彰、消防職団員や消防車
両のパレード、消防団員の「はしご
乗り」、市民消火隊による消火訓練、
はしご車から一斉放水 など
※雨天時は午前10時30分から岐阜
中央中学校体育館で行います。

 消防本部消防総務課 262ー7161

日時  来年1月5日㈰午前10時～
場所  岐阜中央中学校（京町3－19）

平成26年 消防出初式

車両通行止❶
車 線 規 制❷ 
西進のみ可❸ 

長良川 
国際会議場 

金華橋 
長良川 

岐阜
メモリアル
センター 

メモリアル北メモリアル北
メモリアル西メモリアル西

早田東町6早田東町6

会議場北会議場北

第62回ぎふ新春マラソンの開催に伴う交通規制
◆規制区域　❶メモリアルセンター北交差点～メモリア
ルセンター西交差点：全面通行止め　❷メモリアルセン
ター西交差点～早田東町6交差点：2車線規制（南進・北
進1車線通行） ❸早田東町6交差点～長良川国際会議場北
交差点：1車線規制（西進のみ通行可）

 事務局（市民体育課内・ 214－2370）

　食料品や正月用品などをお求めやすい価格で提供しま
す。※卸売場へは入場できません。

 中央卸売市場総合センター組合事務所 272ー3804

P 関連
店舗

※入れません

至国道21号 至加納駅

至笠松新荒田川

卸売場

東から
お入りください

初日の出を金華山山頂で！
元日は午前6時30分から岐阜城を開館！
　元日は午前5時から金華山ロープウェーが運行されます。◆岐阜
城の冬季開館時間（元日を除く来年3月15日㈯まで／無休）　午前9
時30分～午後4時30分　◆入場料　16歳以上200円、4歳～15歳
100円　※各種障害者手帳をお持ちの人は手帳などを提示して無
料、70歳以上と市内の中学生以下は無料。  岐阜城 263－4853

日時  12月28日㈯～30日㈪の午前7時～正午ごろ
場所  中央卸売市場関連事業者店舗（西川手6－1）

日時  来年1月5日㈰午前9時55分～10時45分

　“街角にアートの輪”を創ることを目的に、絵
画・オブジェ・インスタレーション・陶芸など
さまざまなジャンルのアート表現を行い、クリ
エイターの交流の場を提供します。◆期間　来
年4月～平成27年3月。原則1個人・団体が1か
月間展示　◆場所　文化センター南側壁面「街並
ギャラリー」原則6面　◆対象者・条件　①この
場所でアート表現をしたい、岐阜市を中心に活動している個人または団体（プロ･アマ不問）。②
交流会に参加できること など。◆募集期間　12月15日㈰～来年1月15日㈬　◎過去の作品のア
ルバムなどを添付して申し込む。詳しくはお問い合わせください。◆申込・ 　文化センター（金
町5－7－2・ 262－6200）

陽だまりの工房★2014  参加者を募集

中央卸売市場内関連事業者
店舗年末売り出し一般開放

第1730号〈5〉広報ぎふ 特集①／催し

→

→



●ファミリーDAY「距離に挑戦！ウォークラリー編」
◆日時　来年1月13日（月・祝）午前9時30分～　◆内容　①約2
時間コース、②約1時間コース　◆対象者　小学生を含む家族　◆参加費　1人
300円（傷害保険料含む）　◆申込方法　希望コース、郵便番号・住所、代表者
氏名（ふりがな）、性別、参加人数、電話番号を電話またはファクスで来年1月9
日㈭までに下記「ファミリーDAY『距離に挑戦！ウォークラリー編』」係へ。
●自然は友だちキャンプ「チャレンジ！冬遊び隊」
◆日時　来年1月25日㈯午前10時～26日㈰午後1時30分〈1
泊2日〉　◆内容　里山散策、野外炊事、テント宿泊など　◆
対象者・定員　小学4年生～中学生／50人（グループは異学
年・学校で構成）　◆参加費　3,500円（傷害保険料含む）
◆持ち物　長靴、着替え、洗面具、軍手、防寒着など　◆申込方法　郵便番号・
住所、氏名（ふりがな）、性別、学校名・学年、電話番号、保護者氏名を往復は
がき（1人1枚）で来年1月8日㈬（必着）までに下記「自然は友だちキャンプ『チャ
レンジ！冬遊び隊』」係へ。申込者多数の場合は抽選。
●家族のつどい「ファミリーステイⅡ」
◆日時　①来年2月1日㈯午後1時30分～2日㈰午後1時30分／②2月8日㈯午後
1時30分～9日㈰午後1時30分〈各1泊2日〉　◆内容　自然散策、レクリエーシ
ョン、館内自然体験ゲームなど　◆対象・定員　小学生とその家族／20組　◆
参加費　1人3,000円（傷害保険料含む）　◆申込方法　希望日、代表者の氏名・
住所・電話番号、参加人数を12月19日㈭午前10時～来年1月8日㈬に電話で下
記「ファミリーステイ」係へ。先着順。
【共通】◆場所　少年自然の家およびその周辺　◆申込先・ 　岐阜市少年自然
の家（〒501-2502山県北野2081・ 229ー2888）

平成25年（2013年）12月15日号 広報ぎふ〈6〉

　市民の皆さんから寄せられた読み句で作られた「かるた」で、
かわいい絵札と分かりやすい詠み句が好評です。親子で遊び
ながら食を学び、スローライフを楽しみませんか？ ◆販売価
格　幼児向き・小学校低学年向き各900円　◆販売場所・
保健所食品衛生課（〒500-8309都通2－19・ 252－7194・
252－0012・ syokuhin@city.gifu.gifu.jp）　※郵送でも販売し
ます（送料は1セット240円・2セット390円）。

家族で一緒に遊ぼう!「食のかるた ぎふっこ」▶

幼児向き「かるた」

少年自然の家で学ぼう！遊ぼう!!

■2月一般セミナー　◆概要　下表のとおり　◆申込　往復はがき（1枚1セ
ミナー）に①セミナー名、②氏名（ふりがな）、③性別、④年齢、⑤郵便番号・
住所、⑥電話番号、返信
表面に郵便番号・住所、
氏名を記入して、来年1
月11日㈯（必着）までに
下記の申込先へ。申込者
多数の場合は抽選。

■バンド交流会vol.47  出演者とスタッフ（実行委員）
を募集　◆日時　来年3月9日㈰午後0時30分～　◆場所　
ドリームシアター岐阜メインホール　●出演者　◆資格　趣
旨に賛同し運営に協力する、機材を大事に取り扱う個人・団
体（年齢・ジャンルは不問／ギター、ベース、キーボード、ヴ
ォーカルのいずれか2つ以上を含む形式のバンド／中学生以下

は保護者の同意が必要） ◆出演者数・演奏時間　6組程度／1組20分以内　◆申
込方法　応募用紙（同館で入手できます）、デモテープ（MD・CD・DVD）、メ
ンバーの写真を来年1月26日㈰（必着）までに郵送または直接下記の申込先へ。
申込者多数の場合は選考。●実行委員　◆資格　15歳以上（中学生は不可）で舞
台に興味があり、音楽が好きな人　◆内容　PR、プログラムの作成、進行、照
明など　◆申込方法　来年1月26日㈰午後5時までに電話で下記の申込先へ。
■土曜ファミリーバラエティー劇場　◆日時　来年1月18日㈯午前10時
～11時30分　◆内容　おなじみ“KACHI&LEO”による腹話術をはじめ、マジ
ックバルーンやディアボロなどの大道芸を観て楽しめます。大道芸の体験コー
ナーも。◆対象者・定員　幼児・小学生を含む家族／120人　◆入場料　無料  
※整理券が必要　◆申込方法  12月14日㈯午前9時から1階受付で整理券を配
布。先着順。電話受付可。
■人形劇鑑賞会1月　岐阜県唯一のプロ劇団「人形劇団ぽけっと」が、「したき
りすずめ」「いっすんぼうし」を上演します。◆日時　来年1月26日㈰午前10時
30分～11時30分　◆入場料　前売券800円・当日券1,000円※4歳以下は無料
◆前売日時・場所　12月22日㈰午前9時から1階受付で。電話受付可。

セミナー名 日時 定員 費用
子どものために

作る、簡単おやつ
2/4・18・25、3/4  各㈫

〈全4回〉9:30～12:30
18
人

5,070
円

初心者のためのパソコン便
利活用術　OSはWindows7

2/6・13・20・27、3/6・13 
各㈭〈全6回〉9:30～11:30

18
人

3,180
円

こどもの怒りと
上手なつきあい方

2/1・15、3/1・15 各㈯
〈全4回〉13:00～16:00

30
人

1,950
円

パソコンで写真加工に
挑戦しよう

2/7・14・21・28、3/7・14 
各㈮〈全6回〉13:30～15:30

18
人

3,180
円

大人のための
ピアノ教室

2/7・14・21・28、3/7・14
各㈮〈全6回〉13:30～15:30

12
人

3,310
円

読みきかせ入門 2/1・8・15・22 各㈯
〈全4回〉13:00～15:00

20
人

1,840
円

◆申込先・ 　ドリー
ムシアター岐阜（〒500-
8813明徳町6・ 262－
2811）

“教育立市”岐阜市の先進的な取り組み

●岐阜市
　金額・構成比（12.8％）
　とも　増加

　中核市42市平均
　構成比10％未満

●全国学力・学習状況調査　～全国トップレベル～
岐阜市立中学3年生の平均正答率順位

（平成25年度 全国学力・学習状況調査から）
※都道府県順位に岐阜市の結果を当てはめた場合の順位

● I C T 教育推進事業

●キャリア教育

●子ども・若者総合支援センター

●プロジェクト学習推進事業 ●岐阜市型コミュニティ・スクール

●子ども医療費の無料化●（仮称）中央図書館 ※詳しくは12面に記載

●岐阜発「英語でふるさと自慢」事業（ALTの導入） ●岐阜市型STEM 教育推進事業

●エアコン整備事業（全小中学校へ）

岐阜市一般会計に占める教育費の
規模・構成比

“教育立市”の成果

子どもたちの“能力を引き伸ばす”『授業』と環境

児童生徒一人ひとりのよさ・個性を生かす

部局の垣根を超えた“横断的・進化する組織”

21世紀を生き抜く児童生徒の育成 地域コミュニティのもつ教育力の活用

子育てしやすい環境の整備「知の拠点」～魅力ある図書館、静かなるにぎわい創出～
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岐阜市教育費 中核市平均
岐阜市構成比 中核市平均

過去最大

  国語A（基礎的知識）  6位      数学A　　2位

  国語B（知識の活用力）  2位      数学B　　1位

教育への
投資

“結実”

“子育て”で選
ばれる都市へ

確かな
学力の

定着・伸長
へ!

50型デジタルテレビの電子黒板化

教育用ソフトウェア（電子黒板で使用）
デジタル教科書（国・社・算・数・理・英）の導入

全71市立学校の全普通教室・特別教室へ“1,935台”
（全小中学校（69校）､ 市岐商､ 特別支援学校）

全小中学校（69校・1,798教室）に設置
　小学校47校（普通・特別教室1,144教室）
　中学校22校（普通・特別教室   654教室）

※平成26年から使用開始（中学校22校、小学校4校）全小中学校（69校）

中核市平均“学校”に 1台

岐阜市は!  “各教室”に 1台

平成21年度：50型デジタルテレビ（1,935台）、
実物投影機（1,930台）等の整備

※STEM：Science（科学）､ Technology（技術）､ Engineering（工学）､ Mathematics（数学）
※平成25年度現在

『STEM教員』
25人 配置

（全47小学校 対応）

◦授業の魅力
◦興味・関心

UP!!

将来の科学技術を担う人材を育成
自然科学分野

『ぎふっ子から“ノーベル賞”を』

小学校 導入率
◦全国平均 “10倍超”
◦中核市 “1位”

◦1/2成人式（平成19年～：全47小学校）
　→ 小学4年生（10歳）で、自分の生き方を見つめる。
◦立志の集い（平成19年～：全22中学校）
　→ 中学2年生（14歳）で、これまでの自分を振り返る。
◦キャリア・チャレンジ（職場体験学習）（平成19年～：全22中学校）
　→ 職場体験学習を通じ、職業観・勤労観を養う。
◦「とびだせ！がってんプログラム」（起業家教育）（平成18年～：1小学校、2中学校）
　→ 児童生徒が株式会社を設立、市場調査・商品開発などを行う。

・閲覧席､学習席…130席 ⇒       910席！
・蔵書数 • • • • • • • • • •  約20万冊 ⇒   約90万冊！
・延床面積 • • • • •  約1,900㎡ ⇒ 約9,400㎡！

0歳～中学校卒業
までの
入院・外来の
医療費無料化

（平成22年10月から実施）

7倍

約4.5倍

約5倍

・学習支援　　　・地域に密着した図書館サービス
・読書活動支援　・郷土資料､ 市の行政資料の収集・保存

役 割

『子ども・若者』『保護者』
『教員』等の様々な悩みに対応

社会を生き抜くために必要な「考え判断する力」
「情報を入手し、まとめ、表現する力」
を身につけるための体験型学習

（イメージ）

(例)【テーマ】地震に強い町を提案しよう。【ゴール】地震対策アイディア等をつくる。

テーマ・ゴール
の設定 計画 リサーチ 現状分析 改善の提案 発表

◦教育・福祉の垣根を越えた
　“横断的な組織に!”
◦乳児 ～ 成人前（0歳～20歳）
　“継続的に!” 警察・弁護士・専門医など

子育て
支援

発達
支援

教育
支援

就学・就
労支援

子ども・若者総合
支援センター

市民の声を聴き､ 柔軟に対応
“進化する組織”

（平成26年4月  開設）

　物的資源が希少な国である日本の最大資源は「人（人財）」です。市は、一人ひとりの個性と能力が最大限に発揮できる社会の実現を目指し、平成18年から「人・教育」を
一貫して市政運営の真ん中に据えています。教育により市を活性化するため、今後も「教育立市」に向けた努力を続けていきます。  教育委員会教育政策課 265－3982

※

※

特 集 ②第1730号〈7〉広報ぎふ 特集②／催し

平成16年度 特区申請により全48小学校 EFの導入
（EF：英語活動指導協力員）

平成25年度 全47小学校へ!
（5、6年生）

平成19年度 全22中学校 ALT導入
（ALT： 外国語指導助手）

平成24年度 9小学校 ALT導入

中学校・特別支援学校
にも新たに導入
☆新規14校
　合計22校に！

小学校　8校

全小中学校 導入

平成25年度

平成24年度

平成27年度

岐阜市 ⇒ 真夏日、猛暑日とも“増加傾向”
7～9月：30℃以上 “真夏日”
昭和57年（30年前）38日 ➡ 平成24年 69日
うち､ 35℃以上 “猛暑日”
昭和57年（30年前）  0日 ➡ 平成24年 12日

＋31日

＋12日



平成25年（2013年）12月15日号 広報ぎふ〈8〉催し／講座／連載 第1730号〈9〉広報ぎふ 連 載 ／ 催 し

　市は、市民の皆さんと協働で「岐阜市笑いと感動のまちづくり事業」を進
めています。岐阜市ゆかりの“落語の祖”安楽庵策伝上人を顕彰するため、
その命日に、かつて住職を務めた淨音寺で落語会を開催します。◆日時　
来年1月8日㈬午後1時30分開演　◆場所　淨音寺（三輪宮西240）　◆出
演　江戸三代目  桂藤兵衛　◆定員　50人程度　◆入場料　1,000円（顕

彰会入会金1,000円でも入場可） ◆申込　住
所、氏名、電話番号を往復はがきで12月31
日㈫（必着）までに「顕彰落語会」佐藤博司宛
て（〒501-2513三輪799－1）へ。申込者多数
の場合は抽選。  安楽庵策伝顕彰会事務局・
佐藤 090ー9891ー9719

安
あ ん ら く あ ん さ く で ん

楽庵策伝顕彰落語会
岐阜市笑いと感動のまちづくり実行委員会共催事業

長良川うかいミュージアムの体験教室

【共通】◆場所・申込先・ 　講座名、代表者の氏名、郵便番号・住
所、電話番号、参加人数（大人・小人別）を往復はがき、ファクスまた
はEメールで各締切日（必着）までに長良川うかいミュージアム（〒502-
0071長良51ー2・ 210－1555・ 233－6658・ info@ukaimuseum.
jp）へ。先着順。

●ビニールひもで足半（あしなか）づくり

◆日時　来年1月18日㈯午前10時～正午　◆講師
相模屋藤兵衛さん（濃水流切絵家元）　◆対象・定員　親子／30人（小
学3年生以上の子どものみの参加も可） ◆受講料　1人500円　◆申込
締切　来年1月16日㈭

●節分の切り絵

　鵜飼のときに鵜匠さんが履く足半をビニールひもで作ります。◆日
時　来年1月5日㈰午前10時～正午　◆講師　野村勉さん（杉山雅彦鵜
匠船頭）　◆対象・定員　親子／30人（小学生以上
の子どものみの参加も可） ◆受講料　1人300円　
◆申込締切　来年1月4日㈯

　岐阜市の未来を担う子どもたち。夢や目標に向かってひたむきに努力する姿は、
私たちに感動を、そして元気を届けてくれます。そうした、きらりと輝く「ぎふっこ」
をシリーズでご紹介します。

　

市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
自
然
科
学
に
対

す
る
関
心
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
、「
ぎ

ふ
っ
子
か
ら
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
」を
合
言
葉
に
、

専
門
性
の
高
い
理
科
授
業
を
は
じ
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
、
市
内
の
小
・
中
学
生
が
夏
休
み
に
取

り
組
ん
だ
理
科
や
自
然
に
関
す
る
研
究
の
う

ち
、
特
に
優
秀
な
成
果
を
挙
げ
た
児
童
・
生

徒
に「
ぎ
ふ
っ
子
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
賞
」を

贈
り
ま
し
た
。
先
月
、
そ
の
表
彰
式
を
行
い
、

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
の
白
川
英
樹
さ
ん
か
ら

4
人
の
受
賞
者
に
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
渡
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
は
、
受
賞
し
た
4
人
の
研
究
内

容
や
工
夫
し
た
点
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　　

バ
ラ
バ
ラ
に
揺
れ
て
い
た
15
個
の
振
り
子

が
少
し
ず
つ
ま
と
ま
っ
て
同
じ
動
き
を
す
る

よ
う
に
な
り
、
最
後
は
き
れ
い
に
一
列
に
並

ん
で
揺
れ
る
―
―
。
そ
ん
な
不
思
議
な
動
き

を
す
る
振
り
子
を
テ
レ
ビ
番
組
で
見
た
こ
と

が
、
安
積
正
都
く
ん
を
研
究
へ
と
駆
り
立
て

ま
し
た
。
不
思
議
な
動
き
に
魅
せ
ら
れ
、「
振

り
子
を
自
分
で
作
っ
て
み
た
い
」と
試
行
錯

誤
を
始
め
た
の
で
し
た
。

　

最
初
の
課
題
は
、
振
り
子
を
作
る
た
め
の

糸
と
重
り
に
何
を
使
う
か
で
し
た
。「
重
り

は
家
に
あ
っ
た
ビ
ー
玉
に
し
ま
し
た
が
、
糸

は
ど
の
よ
う
な
素
材
を
使
っ
た
ら
意
図
す
る

動
き
を
す
る
の
か
を
調
べ
る
こ
と
が
難
し
か

っ
た
」と
振
り
返
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
何
種

類
も
の
糸
を
使
っ
て
振
り
子
を
つ
く
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
糸
の
特
徴
と
伸
縮
性
を
丹
念
に
計

測
し
ま
し
た
。
次
に
、
糸
の
長
さ
を
決
め
る

実
験
を
行
い
、
遂
に
は
振
り
子
の
動
き
に
規

則
性
が
あ
る
と
い
う
発
見
に
た
ど
り
着
く
こ

と
が
で
き
た
の
で
す
。

　
「
糸
の
長
さ
が
１
㎜
違
っ
て
も
揺
れ
方
が

変
わ
り
、
細
か
い
作
業
に
苦
心
し
ま
し
た
」

と
、
正
都
く
ん
が
夏
休
み
の
3
分
の
2
を
費

や
し
て
ま
と
め
た
こ
の
研
究
は
、
緻
密
な
作

業
と
仮
説
を
立
て
な
が
ら
の
実
験
を
繰
り
返

し
、
振
り
子
の
動
き
を
解
明
し
て
い
る
と
こ

ろ
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

正
都
く
ん
は
、「
こ
の
研
究
を
通
し
て
、

努
力
し
続
け
る
こ
と
の
大
切
さ
と
失
敗
し
た

原
因
を
考
え
る
こ
と
が
、
成
功
に
つ
な
が
る

と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
」と
、
謙
虚
に

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

古
田
硫
く
ん
は
2
年
連
続
で
同
賞
を
受
賞

し
た
実
力
者
で
、
昨
年
か
ら
ヒ
ゲ
ナ
ガ
カ
ワ

ト
ビ
ケ
ラ
を
研
究
対
象
に
し
て
い
ま
す
。

　

ヒ
ゲ
ナ
ガ
カ
ワ
ト
ビ
ケ
ラ
の
幼
虫
は
川
の

水
中
に
あ
る
石
の
下
に
巣
を
作
り
ま
す
。
上

流
で
は
巣
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
ど
ん
な
条
件
で
巣
を
つ
く
る

の
か
と
い
う
視
点
で
上
流
か
ら
下
流
ま
で
を

調
査
。
長
良
川
、
揖
斐
川
、
木
曽
川
、
根
尾

川
の
い
く
つ
も
の
ポ
イ
ン
ト
で
巣
を
探
す
と

と
も
に
水
温
も
計
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
見
つ
け
た
巣
の
数
は
一
千
個

に
上
り
、
水
温
が
20
℃
以
上
に
な
る
と
巣
を

た
く
さ
ん
つ
く
り
、
川
に
よ
っ
て
巣
の
数
が

違
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
他
に
も
、
幼

虫
は
自
分
が
つ
く
っ
た
巣
に
し
か
住
ま
な
い

こ
と
や
石
の
下
側
に
巣
を
つ
く
る
な
ど
を
観

察
を
通
し
て
発
見
。
研
究
を
進
め
る
と
次
々

と
疑
問
が
湧
き
、
そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
更

に
調
査
す
る
と
い
う
根
気
強
さ
こ
そ
が
、
最

優
秀
賞
受
賞
の
原
動
力
と
な
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
生
き
物
の
研
究
者
に
な
り
た
い
」と
将
来

の
夢
を
抱
く
硫
く
ん
。
研
究
で
は
、
ヒ
ゲ
ナ

ガ
カ
ワ
ト
ビ
ケ
ラ
を
触
る
こ
と
は
あ
っ
て

も
、
け
っ
し
て
家
に
持
ち
帰
っ
た
り
は
し
ま

せ
ん
。「
持
っ
て
帰
る
と
死
ん
で
し
ま
う
か

ら
」と
、
生
態
系
を
変
え
ず
に
調
べ
る
と
い

う
思
い
や
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。
心
優
し
い

小
さ
な
学
者
は
、
今
後
も
生
き
物
が
住
み
や

す
い
環
境
を
考
え
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

蝶
が
大
好
き
な
森
彩
南
さ
ん
は
、
2
年
前

▲ノーベル賞受賞者の白川英樹さん（中央）からトロフィーを授
与された、ぎふっ子サイエンティスト賞受賞者の皆さん。正都
くんは「白川先生からいただけたことは一生の記念」と話した

か
ら
ア
ゲ
ハ
蝶
に
つ
い
て
の
研
究
を
続
け
、

こ
れ
ま
で
に
、
さ
な
ぎ
に
な
る
場
所
の
色
と

明
る
さ
の
違
い
に
よ
っ
て
、
さ
な
ぎ
の
色
が

変
化
す
る
こ
と
を
発
見
し
て
い
ま
す
。
今
年

は「
庭
の
さ
な
ぎ
が
茶
色
に
な
る
の
は
な
ぜ
」

と
い
う
疑
問
を
追
及
し
ま
し
た
。

　

過
去
の
観
察
結
果
か
ら
、
さ
な
ぎ
に
な
る

前
の
場
所
の
感
触
が
ざ
ら
ざ
ら
だ
と
茶
色
に

な
り
、
つ
る
つ
る
だ
と
緑
色
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
見
当
を
つ
け
、
サ
ン
ド
ペ
ー
パ
ー

を
貼
っ
た
実
験
ボ
ッ
ク
ス
を
用
意
し
て
観
察

開
始
。
さ
な
ぎ
の
色
は
ほ
と
ん
ど
が
茶
色
に

な
り
、
彩
南
さ
ん
の
仮
説
が
証
明
さ
れ
ま
し

た
。
更
に
、
ど
の
く
ら
い
感
触
が
違
う
と
色

に
影
響
が
出
る
か
、
さ
な
ぎ
は
ど
ち
ら
の
感

触
が
好
き
か
な
ど
、
新
た
な
疑
問
を
解
決
す

る
た
め
に
実
験
・
観
察
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。

夏
休
み
中
に
観
察
し
た
幼
虫
の
数
は
実
に
180

匹
以
上
。
大
好
き
な
蝶
の
謎
解
き
に
夢
中
に

な
っ
て
、
気
付
い
た
ら
多
く
の
幼
虫
を
育
て

て
い
た
と
い
う
感
じ
で
す
。

　

彩
南
さ
ん
の
蝶
へ
の
愛
情
は「
幼
虫
を
つ

ま
ん
で
入
れ
た
り
は
し
な
い
。
自
分
で
箱
に

入
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
し
て
あ
げ
る
」と
い

う
言
葉
か
ら
も
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
単
な
る

研
究
材
料
と
思
っ
て
い
な
い
か
ら「
来
年
は

幼
虫
の
模
型
を
つ
く
る
た
め
に
蝶
を
よ
く
見

て
あ
げ
た
い
」と
目
を
輝
か
せ
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
彩
南
さ
ん
と
ア
ゲ
ハ
蝶
の
二
人
三
脚

の
旅
は
続
き
そ
う
で
す
。

　

硫
く
ん
と
兄
弟
で
受
賞
し
た
古
田
鉱
く
ん

は
、
温
泉
が
大
好
き
。
以
前
、
荒
れ
た
肌
が

温
泉
に
入
っ
た
こ
と
で
き
れ
い
に
な
っ
た
経

験
か
ら
、
温
泉
の
効
能
に
興
味
を
抱
く
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
1
年
生
か
ら
6
年
間
温
泉

の
研
究
一
筋
で「
将
来
は
温
泉
の
研
究
者
に

な
り
た
い
」と
言
い
切
る
ほ
ど
の
熱
心
さ
で

す
。
夏
休
み
中
に
数
々
の
温
泉
地
へ
出
か
け
、

温
泉
を
調
べ
る
こ
と
が
彼
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク

に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

今
年
は
、
温
泉
や
温
泉
卵
の
色
が
時
間
と

と
も
に
変
化
す
る
こ
と
に
着
目
し
、
色
の
変

化
と
温
泉
の
成
分
の
関
係
性
に
つ
い
て
考
察

し
ま
し
た
。
湧
き
出
し
て
か
ら
し
ば
ら
く
す

る
と
無
色
透
明
の
温
泉
が
茶
色
に
変
わ
る
こ

と
か
ら
、
温
泉
の
成
分
や
効
能
も
変
わ
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
。
温
泉
に
含
ま

れ
る
目
に
は
見
え
な
い
鉄
分
量
の
変
化
を
、

電
流
や
お
茶
の
カ
テ
キ
ン
を
使
っ
て
調
べ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
色
が
茶
色
く
な
る
と
、
鉄

分
だ
け
で
な
く
二
酸
化
炭
素
や
カ
ル
シ
ウ
ム

量
も
減
っ
て
い
る
こ
と
を
つ
き
と
め
ま
し
た
。

　
「
こ
の
研
究
結
果
か
ら
、
温
泉
は
循
環
し

続
け
た
り
薬
で
殺
菌
す
る
と
、
効
能
が
少
し

変
化
す
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
」と
、
温

泉
に
つ
い
て
語
り
出
し
た
ら
止
ま
ら
な
い
鉱

く
ん
。
将
来“
温
泉
博
士
”に
な
っ
た
ら
日
本

全
国
の
温
泉
を
調
べ
る
こ
と
に
情
熱
を
か
け

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

来
年
の
夏
休
み
に
も
、
市
内
の
小
・
中
学

生
が
長
い
休
み
だ
か
ら
こ
そ
探
求
で
き
る

も
の
に
打
ち
込
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
ぎ
ふ
っ
こ
た
ち
が
、
ど
ん
な
す
ば
ら
し

い
研
究
に
取
り
組
み
、
そ
の
成
果
を
披
露
し

て
く
れ
る
の
か
、
今
か
ら
楽
し
み
で
す
ね
。

大
好
き
な
ア
ゲ
ハ
蝶
！
さ
な
ぎ
の
色
が

違
う
の
は
ど
う
し
て
か
な
？

温
泉
の
成
分
と
効
能
に
つ
い
て
、
も
っ

と
研
究
し
て
い
き
た
い
！

2
年
連
続
で
受
賞
！
今
年
は
県
で
も
最

優
秀
賞
だ
か
ら
昨
年
よ
り
う
れ
し
い

「大好きアゲハ パート3 わかっ
たよ！庭のさなぎが茶色いわけ」

23
㈭

  9:45 加納西小学校

7
㈫

9:45 市橋小学校

10
㈮

  9:45 木之本小学校

17
㈮

 9:45 早田小学校 10:45 岩戸サンホーム
10:45 日置江公民館 10:45 華陽公民館 10:45 金華公民館 14:00 厚見公民館
13:30 茜部公民館 13:30 長良小学校 13:30 ハイツ早田

24
㈮

10:00 方県公民館
14:30 鶉公民館 14:30 鷺山小学校 14:30 雄総護国之寺 11:00 網代秋沢公民館

8
㈬

9:45 白山小学校

15
㈬

10:00 岩野田公民館

21
㈫

  9:45 日野公民館 14:00 川部苑
10:45 梅林小学校 11:00 三田洞団地公民館 10:45 加野団地公民館

29
㈬

  9:45 常磐小学校
13:30 岩田坂公民館 13:30 福富団地公民館 13:30 藍川公民館 10:45 城田寺団地公民館
14:30 諏訪山公民館 14:30 三輪北里二公民館 14:30 三輪南小学校 13:30 松籟団地公民館

9
㈭

10:00 大洞緑山団地

16
㈭

  9:45 明郷小学校

22
㈬

  9:45 島県営アパート 14:30 西山団地
10:45 大洞桜台団地 10:45 本荘小学校 10:45 則武公民館

30
㈭

10:00 七郷公民館
13:30 北山団地 13:30 合渡公民館 13:30 城西小学校 11:00 西郷小学校
14:30 大洞緑公園 14:30 鏡島小学校 14:30 ハイツ島 13:30 ロイヤルコート寺田

来年1月 自動車図書館の日程  図書館本館 262－2924

　発掘調査にたずさわった担当者が戦国・江戸時代
の市内の遺跡を紹介し、当時の人々の暮らしを解説
します。◆日時　右表のとおり　◆場所　ハートフ
ルスクエアーG大研修室  ◆定員  60人（全3回受講
できる人）　◆受講料　1,000円  ◆申込・   「やさ
しい考古学講座申込」と明記し、住所、氏名、電話
番号を往復はがきで来年1月17日㈮（必着）までに岐
阜市埋蔵文化財調査事務所（〒501-3133芥見南山3－
10－1・ 241－8122）へ。申込者多数の場合は抽選。

時間はいずれも14:00～16:00
期日 内容・講師
2/2
㈰

「江戸時代の城～加納城～」
恩田裕之（岐阜市埋蔵文化財調査事務所）

2/16
㈰

「戦国時代の城～岐阜城～」
内堀信雄（岐阜市教育委員会）

3/2
㈰

「戦国時代以降の町の移り変わり」
高木晃（岐阜市教育委員会）

やさしい考古学講座
「遺跡発掘からみる“ぎふの歴史”」

　
「
岐
阜
吹
奏
楽
団
」は
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
や
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
な
ど
の
管
楽
器

中
心
の
楽
団
で
す
。年
に
数
回
、学
校・

福
祉
施
設
・
病
院
・
地
域
の
お
祭
り

で
懐
メ
ロ
や
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
、
話
題
曲
な
ど

対
象
に
合
わ
せ
て
演
奏
し
て
い
ま
す
。
こ
の

日
は
、
市
内
の
特
別
支
援
学
校
で
演
奏
し
ま

し
た【
写
真
】。「
翼
を
く
だ
さ
い
」な
ど
を
生

徒
た
ち
と
合
唱
し
、
最
後
の
曲「
風
に
な
り
た

い
」で
は
、
学
校
で
サ
ン
バ
を
練
習
を
し
て
い

る
生
徒
た
ち
も
打
楽
器
を
も
っ
て
参
加
し
ま

し
た
。「
音
楽
を
通
じ
て
た
く
さ
ん
の
人
と
気

持
ち
を
一
つ
に
で
き
た
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
ま

す
。
今
後
も
音
楽
を
続
け
て
い
き
た
い
。」と

メ
ン
バ
ー
の
一
人
は
話
し
ま
す
。
来
年
1
月

13
日（
月・
祝
）に
は
、

ふ
れ
あ
い
福
寿
会

館
サ
ラ
マ
ン
カ
ホ

ー
ル
で
第
41
回
定

期
演
奏
会
を
行
い

ま
す
。

 

生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
生
涯

学
習
・
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
相
談
コ
ー
ナ

ー

268
1
0
5
5

岐
阜
吹
奏
楽
団

190

　
フ
ラ
ッ
グ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
、

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
か

ら
タ
ッ
ク
ル
な
ど
の
危
険
な
接

触
を
無
く
し
、
腰
に
つ
け
た
フ
ラ
ッ
グ（
目

印
の
布
）を
取
り
あ
う
新
し
い
球
技
で
、
平

成
23
年
度
以
降
小
・
中
学
校
の
新
学
習
指
導

要
領
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。「
岐

阜
市
フ
ラ
ッ
グ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
愛
好
会
」は
、

誰
で
も
簡
単
に
で
き
、
運
動
不
足
の
解
消
に

も
な
る
フ
ラ
ッ
グ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
、
も
っ

と
多
く
の
人
に
ひ
ろ
め
、
楽
し
さ
を
体
感
し

て
も
ら
い
た
い
と
活
動
し
て
い
ま
す
。
毎
週

末
に
は
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
事
前

に
連
絡
の
上
、ぜ
ひ
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。

 

岐
阜
市
フ
ラ

ッ
グ
フ
ッ
ト
ボ

ー
ル
愛
好
会
・

木
村

０
９
０

－

7
6
8
2

－

5
8
8
8
、
岐

阜

市
N
P
O
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

協
働
セ
ン
タ
ー

264
0
0
1
1

174

「
フ
ラ
ッ
グ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
」

に
挑
戦
し
ま
せ
ん
か

古田 鉱
こう

 くん
岐阜大学教育学部
附属小学校6年生

森 彩
あ や な

南 さん
長良小学校３年生

安
あ づ み

積 正
ま さ と

都 くん
東長良中学校1年生

不
思
議
な
動
き
を
す
る
振
り
子
を
つ
く

っ
て
み
た
い
！

◆開館日時　
月・ 火・ 水・
金曜日（祝日を
含 む ）： 午 前
7時30分～午後8時、土・日
曜日：午前10時～午後5時、
※12月29日㈰～来年1月3日
㈮は休み　  岐阜市柳ケ
瀬健康ステーション（柳ケ
瀬通3ー22・ 264ー6766）

岐阜市柳ケ瀬
健康ステーション
来年1月の教室

教室名 期日 時間
おはよう
ストレッチ

8・15・22・29 各㈬、10・17・24・31 各㈮ 9:00～  9:15
4・11・18・25 各㈯、5・12・19・26 各㈰ 10:05～10:20

脳活運動教室

4㈯、5・12・19・26 各㈰ 11:00～11:30
7・21・28  各㈫ 12:00～12:30

14㈫ 13:00～13:30
10・17・24・31 各㈮ 14:30～15:00

足腰しっかり体操 11・18・25 各㈯ 12:00～12:30
4㈯、5・12・19・26 各㈰ 13:00～13:30

骨盤体操 10・17・24・31 各㈮ 13:00～13:30

ノルディック講座
6・13・20・27 各㈪ 10:00～10:20
8・15・22・29 各㈬ 13:00～13:20
7・14・21・28 各㈫ 15:00～15:20

ノルディック
ウォーキング

6・13・20・27 各㈪ 10:30～11:00
8・15・22・29 各㈬ 13:30～14:30
7・14・21・28 各㈫ 15:30～16:00

体すっきりストレッチ 13・27 各㈪、17・31 各㈮ 18:30～19:00

お腹引き締め 17・31 各㈮ 11:30～12:00
14・28 各㈫、15・22・29 各㈬ 18:30～19:00

柳ケ瀬ナイトラン 8㈬ 18:30～19:30
しなやかな女性らしい身体をつくる「バレトン」 11・18 各㈯ 15:30～16:15

内科医による健康講話 6㈪ 13:30～14:30
健康セミナー「お口の健康」 27㈪ 14:15～15:00

※教室がない時間帯は、ス
タッフと一緒に簡単なエク
ササイズができます。◎12
月の「事前申込必要」な教室
は広報ぎふ12月1日号でご案
内しています。申込締切は
12月20日㈮必着です。

参加無料
申込不要

期日 内容・講師

1/15㈬「大人のための天文学」天文台での昼間観
望会とプラネタリウム見学　科学館職員

1/22㈬「コンクリートのひび割れについて」
服部宏己さん（市立女子短期大学生活デザイン学科教授）

1/29㈬「脳の不思議」
志水泰武さん（岐阜大学応用生物科学部教授）

2/5㈬「くすりとリスク」
海野年弘さん（岐阜大学応用生物科学部教授）

2/19㈬
「太陽の恵み～太陽光発電について～」
野々村修一さん（岐阜大学工学部教授）／協力：清
流の国ぎふエネルギー・環境科学ネットワーク

2/26㈬「食品表示あれこれ」
保健所食品衛生課職員

　市内および近郊在住の成人を対象に、家庭生
活の身近な事柄を科学的に見直してみる講座で
す。★日程　右表のとおり　時間はいずれも午
前10時～正午　★定員　40人（全6回参加でき
る人）　★受講料　600円　★申込・ 　氏名（ふ
りがな）と電話番号を往復はがきまたはEメー
ルで来年1月4日㈯（必着）までに科学館「家庭科
学講座」係（〒500-8389本荘3456－41・ 272－
1333・ gcsm@quartz.ocn.ne.jp）へ。申込者多
数の場合は抽選。

「温泉の成分につい
ての実験的研究」

「不思議な振り子」

古田 硫
りゅう

 くん
岐阜大学教育学部
附属小学校2年生

「続・ヒゲナガカワトビケラのよ
う虫の石のおうちのけんきゅう」

★

★

　科学実験・工作のブースを、岐阜大学・岐阜聖徳学園
大学・NPO法人サイエンスものづくり塾エジソンの会が
出展します。★日時　12月21日㈯・22日㈰の午前10時
～正午と午後1時～3時
※21日 と22日 で 内 容
が変わります。★参加
費　無料　★場所・  
科学館（本荘3456－41・

272－1333）

青少年のための科学の祭典
2013岐阜大会in科学館

科学館「家庭科学講座」

〈1日（水・祝）～3日㈮、
13日（月・祝）・25日㈯・
28日㈫は休み〉

　身近な社会問題である「介護問題」について、男女共同
参画の視点を入れながら、人間関係・地域システム・介
護保険などについて自由に話し合います。基調講演は講師の奥村歩さ
ん（日本認知症学会専門医・おくむらクリニック院長）が、「認知症か
らみえてくる介護」について話します。◆日時　来年1月26日㈰午後1
時30分～3時45分　◆場所　ハートフルスクエアーG大研修室　◆定
員　80人　◆参加費　無料　◆託児　満1歳～未就学児を対象。来年
1月16日㈭までに要予約。先着順。◆申込・ 　氏名と電話番号を電
話で女性センター 268－1052へ。先着順。

■ぎふ発信「しゃべり場2014」10回記念
「知ろう 語ろう 介護問題」

～女性が変わる、男性も変わる、共生社会をめざして～

岐阜市　　　　  センター生涯学習
女　性 〈ハートフルスクエアーG内

（JR岐阜駅東エリア） 〉

奥村歩さん

　クラシック音楽を中心としたクリスマスメドレ
ーなどを演奏します。クリスマスカードとマツボ
ックリー作りのワークショップも！◆期日　12月23日（月・祝）　◆内
容・時間　クリスマスコンサート／午後1時～3時30分、ワークショ
ップ／午前11時～午後4時　◆場所　ハートフルスクエアーG　◆出
演　リングトリオアンサンブルと愉快な仲間たち、宇野正志さん（ピ
アニスト）※事前申込不要　  生涯学習／女性センター（橋本町1－10
－23・ 268－1050）

■ハートフルスクエアーＧ
クリスマスコンサート＆ワークショップ

■
女
性
セ
ン
タ
ー
相
談
室

日時：月～土曜日の午前10時～正午・午後1時～4時

▼面接相談【来年1月】    　　　場所：女性センター／費用：無料
相談名 日時 相談員 予約
法律相談 14日㈫・21日㈫

午後
1時

～

3時

弁護士

要電話予約
268ー1052へ

心の相談 8日㈬ 相談員

家計相談 16日㈭ 1級ファイナンシャル
・プランニング技能士

健康相談 11日㈯・18日㈯・25日㈯ 看護師・助産師

▼電話相談【来年1月】  0120－786874

※相談員の研修などにより休みになる場合があります。

参加無料
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◆
期
間　
12
月
21
日
㈯
～
来
年
１
月

5
日
㈰（
12
月
29
日
㈰
～
1
月
3
日

㈮
は
休
館
）の
午
前
9
時
～
午
後
9

時　
◆
内
容　
花
か
ら
の
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
エ
ッ
セ
ン
ス　
◆
展
示
者  

Ｋ

Ｕ
Ｋ
Ｏ 

Ｔ
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
さ
ん（
Ｋ
Ｕ

Ｍ
Ｉ
Ｎ
S
代
表
） 

◆
入
場
料　
無
料

◆
場
所
・
　
図
書
館
分
館
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー（
橋
本
町
１

－

10

－

23
ハ
ー
ト
フ
ル
ス
ク
エ
ア
ー
G
1

階
・

268
1
0
6
1
）

　
精
神
障
が
い
者
を
持
つ
家
族
が
集

ま
り
、
支
え
合
い
や
福
祉
向
上
の
た

め
の
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
◆
日

時　
来
年
1
月
12
日
㈰
午
後
1
時
30

分
～
3
時　
◆
場
所　
日
光
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー（
日
光
町
9

－

1

－

3
） 

◆
内
容
・
出
演　

テ
ル
ミ
ン

演
奏
と
ピ
ア
ノ
協
奏
／
飛
里
京
子
さ

ん
ほ
か　
◆
入
場
料　

無
料　
※
事

前
申
込
不
要　

 

岐
阜
市
あ
け
ぼ

の
会
・
中
村

233
3
7
0
2

　

講
演
と
意
見
交
換
会
を
行
い
ま

す
。
◆
日
時　
来
年
1
月
25
日
㈯
午

後
1
時
～
5
時　
◆
場
所  

文
化
セ

ン
タ
ー（
金
町
5

－

7

－

2
）　
◆
定

員　
150
人　
◆
参
加
費　
無
料　
◆

申
込
・
　

住
所
、
氏
名
、
所
属
、

電
話
番
号
を
往
復
は
が
き
、
フ
ァ
ク

ス
ま
た
は
E
メ
ー
ル
で
来
年
1
月
17

日
㈮（
必
着
）ま
で
に
木
曽
三
川
フ
ォ

ー
ラ
ム
事
務
局
・
柴
田（
〒
502　
0071
長

良
3050

－

15
・

0
9
0

－

7
6
9
7

－

3
5
0
8
・

232
7
6
7
6
・

kisosannsenn_ho@
kvj.biglobe.

ne.jp

）へ
。
先
着
順
。

◆
対
象
者　

従
業
員
20
人（
商
業
・

サ
ー
ビ
ス
業
は
5
人
）以
下
の
個

人
・
法
人  

※
納
税
ほ
か
要
件
あ
り  

◆
限
度
額　

1
千

500
万
円  

◆
利

率  

年
1.6
％（
変
動
あ
り
） 

◆
返
済
期

間  

運
転
資
金
7
年
以
内
・
設
備
資

金
10
年
以
内　
◆
担
保
・
保
証
人　

不
要　

 

岐
阜
商
工
会
議
所
中
小

企
業
相
談
所（
神
田
町
2

－

2
・

264
2
1
3
5
）

●
ち
ょ
っ
と
昔
の
子
ど
も
の
歌
：
な

つ
か
し
い
昔
の
歌
を
家
族
で
楽
し
も
う

◆
日
時  

来
年
1
月
19
日
㈰
午
後
3

時
～
4
時
10
分　
◆
講
師　
遠
藤
伸

子
さ
ん（
歌
手
）　
◆
定
員  

50
組　

◆
受
講
料　
無
料　
◆
申
込
・
　

講
座
名
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名（
小
・
中
学
生
は
学
校
名
と
学
年

も
）、
電
話
番
号
を
往
復
は
が
き
で

来
年
1
月
5
日
㈰（
必
着
）ま
で
に
歴

史
博
物
館（
〒
500　
8003
大
宮
町
2

－

18

－

1
・

265
0
0
1
0
）へ
。
申
込

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

◆
日
時　
来
年
2
月
1
日
㈯
午
後
1

時
30
分
～
4
時　
◆
場
所　
岐
阜
県

図
書
館
多
目
的
大
ホ
ー
ル（
宇
佐
4

－

2

－

1
） 

◆
内
容
・
講
師　
「
発

達
障
害
児
者
の
可
能
性
を
み
つ
け
よ

う
！
」冠
地
情
さ
ん（
イ
イ
ト
コ
サ

ガ
シ
代
表
） 

◆
定
員　

300
人  

◆
受

講
料  

無
料　
◆
申
込
・

  

氏
名
、

電
話
番
号
を
来
年
1
月
24
日
㈮
午
後

5
時（
必
着
）ま
で
に
電
話
で
岐
阜
特

別
支
援
学
校
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー

239
2
8
2
1
へ
。
先
着
順
。

19
日
㈰
午
後
1
時
30
分
～
3
時　
◆

特
別
ア
ド
バ
イ
ザ
ー  

為
岡
千
鳥
さ

ん（
看
護
師
）  

◆
定
員　

50
人

【
共
通
】◆
場
所　
ふ
れ
あ
い
福
寿
会

館（
薮
田
南
5

－

14

－

53
） 

◆
参
加
費  

無
科　

◆
申
込
・
　

電
話
ま
た

は
直
接（
月
曜
・
祝
日
を
除
く
午
前

9
時
～
午
後
5
時
30
分
）放
送
大
学

岐
阜
学
習
セ
ン
タ
ー

273
9
6
1
4

へ
。
先
着
順
。

　

飾
り
巻
き
寿
司
マ
ス
タ
ー
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
と
一
緒
に
見
て
楽
し
い
、

食
べ
て
お
い
し
い
飾
り
巻
き
寿
司
を
つ

く
り
ま
せ
ん
か
。
◆
日
時　
来
年
1

月
21
日
、
2
月
25
日
、
3
月
25
日
の

各
㈫〈
全
3
回
〉午
後
1
時
～
2
時
30

分  

◆
定
員　
20
人　
◆
受
講
料　

7
千

500
円（
材
料
費
含
む
） 

◆
持
ち

物　

エ
プ
ロ
ン
、三
角
布
、ふ
き
ん
、

ラ
ッ
プ
、
持
ち
帰
り
容
器
な
ど　
◆

場
所
・
申
込
・
　

12
月
27
日
㈮
午

後
5
時
ま
で
に
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
サ
ン
ラ
イ
フ
岐
阜（
長
良

1029

－

3
・

233
9
3
2
1〈
月
曜
日
を

除
く
午
前
9
時
～
午
後
5
時
〉）へ
。

申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

◆
日
時　
来
年
1
月
19
日
㈰
午
後
1

時
～
3
時
40
分　
◆
場
所　
ハ
ー
ト

フ
ル
ス
ク
エ
ア
ー
G　
◆
内
容
・
出

演
・
講
師　
演
奏
＝
ヘ
ル
マ
ン
ハ
ー

プ 

花
音
＆
風
歌
、
講
演
＝
藪
下
浩

さ
ん（
元
歴
史
博
物
館
館
長
）、
お
茶

の
入
れ
方
実
演
＝
藤
森
茂
美
さ
ん

（
日
本
茶
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）　

◆
定
員　

50
人　

◆
入
場
料　

無

料  

◆
申
込
・
　
来
年
1
月
4
日

㈯
午
前
9
時
か
ら
電
話
、
E
メ
ー
ル

ま
た
は
直
接
図
書
館
分
館（
橋
本
町

1

－

10

－

23
・

268
1
0
6
1
・

tosyo_bunkn@
gf.city.gifu.gifu.

jp

）へ
。
先
着
順
。
※
演
奏
の
み
は

事
前
申
込
不
要
。【
展
示
】◆
期
間　

12
月
25
日
㈬
～
来
年
1
月
27
日
㈪

（
休
館
日
を
除
く
）　
◆
場
所　
図
書

館
分
館　
◆
内
容　
古
田
織
部
と
茶

の
湯
の
歴
史
の
紹
介
な
ど

ふ
れ
あ
い
活
動　
◆
勤
務
場
所　
教

育
委
員
会
が
指
定
す
る
中
学
校
お
よ

び
校
区
の
小
学
校　
◆
試
験
日
時
・

場
所  

来
年
2
月
13
日
㈭
午
前
9
時

30
分
～
正
午
／
ド
リ
ー
ム
シ
ア
タ
ー

岐
阜　
◆
申
込
・
　

来
年
1
月
14

日
㈫
～
24
日
㈮
に
郵
送（
必
着
）ま
た

は
直
接（
開
庁
時
間
内
）学
校
指
導
課

（
神
田
町
1

－

11
南
庁
舎
3
階
・

214
2
1
9
3
）へ
。
募
集
要
項
は
同

課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手

で
き
ま
す
。

　
保
護
者
や
保
護
者
に
代
わ
る
人
が

仕
事
な
ど
で
昼
間
家
庭
に
不
在
の
小

学
生
を
対
象
に
、
放
課
後
や
長
期
休

業
期
間
な
ど
に
生
活
指
導
を
行
い
ま

す
。
◆
募
集
人
員　

若
干
人　
◆
受

験
資
格　

教
員
・
保
育
士
・
社
会
福

祉
士
の
免
許
・
資
格
が
あ
る
か
、
児

童
福
祉
施
設（
留
守
家
庭
児
童
会
・
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
含
む
。）で
2
年

以
上
勤
務
経
験
の
あ
る
人　
◆
雇
用

期
間　
来
年
4
月
1
日
～
平
成
27
年

3
月
31
日（
再
任
用
あ
り
）　
◆
勤
務

場
所　

市
立
小
学
校（
一
部
は
校
外

に
設
置
） 

◆
勤
務
日
時　
指
導
嘱
託

員
＝
午
後
1
時
30
分
～
5
時
30
分
、

指
導
補
助
嘱
託
員
＝
午
後
2
時
～
5

時（
一
部
は
午
後
6
時
15
分
ま
で
／

原
則
土
・
日
曜
日
と
祝
日
を
除
く
） 

◆
申
込
・
　

受
験
申
込
書
を
来
年

1
月
17
日
㈮
ま
で
の
開
庁
日
時
内
に

直
接
青
少
年
教
育
課（
神
田
町
1

－

11
南
庁
舎
3
階
／

214
2
3
6
8
）

へ
。
受
験
申
込
書
は
同
課
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
で
き
ま
す
。

●
公
開
講
演
会「
果
物
・
野
菜
の
健

康
魅
力
を
科
学
す
る
ー
フ
ァ
イ
ト
ケ

ミ
カ
ル
っ
て
？
ー
」 

◆
日
時　
来
年

1
月
18
日
㈯
午
後
2
時
30
分
～
4

時
30
分　
◆
講
師  

野
澤
義
則
さ
ん

（
東
海
学
院
大
学
客
員
教
授
・
岐
阜

大
学
名
誉
教
授
）  

◆
定
員　

200
人    

●
大
卒「
学
位
取
得
」説
明
会　
看
護

系
短
期
大
学
や
専
門
学
校
の
単
位
を

活
用
し
て
編
入
学
し
、
学
位
を
取
得

し
ま
せ
ん
か
。
◆
日
時　
来
年
1
月

 

◆
雇
用
期
間
・
募
集
人
員　
①
来
年

3
月
1
日
～
8
月
31
日
・
②
4
月
1

日
～
9
月
30
日
／
各
1
人　
◆
受
験

資
格　

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
人　

①
獣
医
師
・
薬
剤
師
・
臨
床
検
査
技

師
・
衛
生
検
査
技
師
の
い
ず
れ
か
の

資
格
を
有
す
る　
②
微
生
物
検
査
に

関
す
る
専
門
知
識
を
有
し
、
検
査
器

具
等
の
取
り
扱
い
に
慣
れ
て
い
る　

③
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
が
で
き
る　
◆

勤
務
日
時　
平
日
の
午
前
8
時
45
分

～
午
後
5
時
30
分　
◆
申
込
・
　

履
歴
書
と
資
格
免
許
証
の
写
し
を
来

年
1
月
20
日
㈪
ま
で
に
郵
送（
消
印

有
効
）ま
た
は
直
接
衛
生
試
験
所（
〒

502　
8585
三
田
洞
東
5

－

6

－

1
・

236

1
0
5
0
）へ
。
後
日
、面
接
を
実
施
。

◆
募
集
職
種
・
人
員　
①
ド
ク
タ
ー

ク
ラ
ー
ク
、
②
病
棟
ク
ラ
ー
ク
／
①

②
各
1
人
程
度　
◆
業
務
内
容　

①

医
師
の
事
務
的
作
業
の
補
助
な
ど
、

②
病
棟
内
の
事
務
的
作
業
や
来
院
者

な
ど
へ
の
対
応　

◆
受
験
資
格　

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
で
文
書
作
成
、

表
計
算
な
ど
が
で
き
る
人  

◆
採
用

予
定
日　

来
年
1
月
6
日
㈪　

◆

勤
務
時
間　

週
25
時
間　
◆
申
込
・

　

臨
時
雇
用
員
登
録
申
込
書（
市

民
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
）を

12
月
24
日
㈫
ま
で
に
郵
送（
必
着
／

封
筒
に「
市
民
病
院
パ
ー
ト
職
員
応

募
」と
朱
書
き
）ま
た
は
直
接
岐
阜
市

民
病
院
病
院
政
策
課（
〒
500 

8513
鹿
島

町
7

－

1
・

251
1
1
0
1
内
線

4
3
0
5
）へ
。
後
日
、
面
接（
①
は

パ
ソ
コ
ン
入
力
テ
ス
ト
も
）を
実
施
。

◆
募
集
人
員　
若
干
人　
◆
受
験
資

格　
次
を
全
て
満
た
す
人
。
①
小
学

校
ま
た
は
中
学
校
の
教
員
免
許
状
を

所
有
も
し
く
は
大
学
で
心
理
学
に
関

す
る
学
士
論
文
で
単
位
を
取
得
。
②

自
動
車
運
転
免
許
証
を
所
有
。
③
教

育
に
対
し
て
理
解
が
あ
り
、
親
身
な

活
動
が
で
き
る
。
◆
職
務
内
容　
主

に
不
登
校
児
童
生
徒
を
対
象
と
し
た

テレビ広報番組（12月後半）
●あなたの街から～岐阜市～
ぎふチャン／毎週㈮18:00～18:15

20日㈮ 市長のテレビコラム「教育立
市を目指して～中学校編～」

27日㈮ 特集「第20回記念 岐阜市オン
リーワンわたしたちの芸術祭」➡

インターネットでもご覧になれます
http://www.zf-web.com/anamachigifu/
22日㈰ 18:45～19:00 市長・市議会議長年末対談

ラジオ広報番組（12月後半）
●岐阜市！元気インフォメーション
ぎふチャン1431kHz／毎週㈪・㈮9:40～9:50
16日㈪ 冬遊び隊
20日㈮ 一般セミナー2月
23日㈪ 消防出初式
27日㈮ 新図書館
30日㈪ 年末年始の案内
●“ぎふ”まるわかりっ！
岐阜エフエム80.0MHz／毎週㈮17:35～17:45
20日㈮ 国民年金の20歳加入について
27日㈮ リフレ芥見のご案内
●とっておき岐阜情報「聴いてミント」
FMわっち78.5MHz／毎週㈪～㈮
13:00～13:10・18:00～18:10〈再〉
20日㈮は「岐阜が好き！細江市長の
元気トーク」。市長から市民の皆さ
んに“元気”をお届けします！

〝
余
熱
利
用
施
設 

温
水
プ
ー
ル
と
大
浴
場
〟

プ
ラ
ザ
掛
洞
の
教
室

留
守
家
庭
児
童
会 

指
導
嘱
託

員
・
指
導
補
助
嘱
託
員
を
募
集

い
い
川
づ
く
り
と
流
域
保
全

教室名 日時（祝日は除く） 定員 受講料
アクアビクス
火曜コース

来年1/21～3/18の毎週㈫
10:30～11:30〈全8回〉

30
人

5,800
円

アクアビクス
木曜コース

来年1/16～3/6の毎週㈭
10:30～11:30〈全8回〉

30
人

アクアビクス
金曜コース

来年1/17～3/7の毎週㈮
10:30～11:30〈全8回〉

50
人

アクアビクス
土曜コース

来年1/11～3/1の毎週㈯
19:00～20:00〈全8回〉

30
人

子供水泳教室
泳げない子コース

来年1/15～3/5の毎週㈬
17:00～18:00〈全8回〉

25
人 4,600

円子供水泳教室
泳力5m程度コース

来年1/17～3/7の毎週㈮
17:00～18:00〈全8回〉

30
人

やさしいヨガ
土曜コース

来年1/11～3/1の毎週㈯
14:00～15:00〈全8回〉

15
人 5,800

円フラダンス
木曜コース

来年1/16～3/6の毎週㈭
10:30～11:30〈全8回〉

15
人

サーキットチェア
金曜コース

来年1/17～3/7の毎週㈮
13:00～13:30〈全8回〉

15
人

2,500
円

◆場所・申込・  　教室名・
開催曜日、郵便番号・住所、
氏名、性別、年齢、電話番
号、子供水泳教室はふりがな・
性別・学年・保護者氏名を
来年1月7日㈫（必着）までに
往復はがき、Eメールまたは
直接プラザ掛洞（〒501-1185
奥1－104・ 239ー9390・
plaza-kakebora@mirror.ocn.
ne.jp）へ。申込者多数の場合
は抽選。
●プラザ掛洞のプールは設
備点検のため営業を休止し
ます。◆期間　来年1月7日
㈫～10日㈮

放
送
大
学
の
催
し

精
神
障
が
い
者
家
族
会「
岐
阜

市
あ
け
ぼ
の
会
」新
春
演
奏
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生活知識講座
「おもしろ年金セミナー」の受講者募集

　「ねんきん定期便」を使って、老後資金の収支
をシミュレーションする簡単な方法を紹介しま
す。年金のエキスパートとしてテレビやラジオ
で活躍中の講師による、笑いあり、涙ありのお
話で、楽しく年金について学びましょう。◆日
時　来年1月24日㈮午前10時30分～正午　◆場
所　ハートフルスクエアーG大研修室（橋本町1
－10－23） ◆講師　原令子さん（社会保険労務
士） ◆定員　100人  ◆託児・手話通訳あり　希望者は申込時に明
記　◆申込・ 　来年1月9日㈭（必着）までに郵便番号・住所、氏名、
年齢、電話番号を往復はがきで郵送、または返信用はがきを持参し
て直接岐阜市消費生活センター（〒500-8856橋本町1－10－23・
268－1067）へ。申込者多数の場合は抽選。 ◎長良川大学認定講座

衛
生
試
験
所
微
生
物
検
査
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時
的
任
用
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員
を
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サ
ン
ラ
イ
フ
岐
阜「
つ
く
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み

よ
う
！
飾
り
巻
き
寿
司
教
室
」

※子供水泳教室は年長児～小学3年生を対象

ほ
ほ
え
み
相
談
嘱
託
員
を
募
集

◆伊東記念競輪（GⅢ）場外………………………20㊎・21㊏・22㊐・23㊗
◆松阪競輪（FⅠ）場外……………………………………………………24㊋
◆岐阜競輪Kドリームス杯（FⅡ）…………………………25㊌・26㊍・27㊎

※25日・26日は松阪競輪（FⅠ）全レース併用発売
◆立川競輪（FⅠ）場外……………………………………28㊏・29㊐・30㊊

[メイン]28日：ガールズグランプリ（FⅡ）、29日：ヤンググランプリ（GⅡ）、30日：KEIRINグランプリ2013（GP）

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
展
示

　地域の皆さんに安心して年末年始を過ごしていただくた
めに「年末特別夜警」を実施します。3消防団（中・南・北）39分団の団員が、地域を巡回して防火を呼びかけます。
◆期間　12月26日㈭～30日㈪の午後9時～午前5時　◆場所　市内全域（各分団の担当区域）　  消防本部消
防総務課 262ー7161、岐阜中消防署 262ー7165、岐阜南消防署 272ー2012、岐阜北消防署 231ー5308

消防団「年末特別夜警」を実施

小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金

歴
博「
子
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史
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文
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ま
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し
～
」

今月の
納付期限

●固定資産税・都市計画税第3期分　 12月25日㈬
●国民健康保険料12月期分        　12月25日㈬
●国民年金保険料11月分　           12月25日㈬

事業名 実施日 場所 申込先 料金 事業名 実施日 場所 申込先 料 金

胃がん検診
（バリウムを飲ん

でのＸ線撮影）

【対象者】40歳以上の人　
【当日の受付時間】午前9時～10時30分
【申込方法】電話で各申込先へ。先着順 900

円

（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ〈
乳
房
Ｘ
線
撮
影
〉、視
触
診
）

乳
が
ん
検
診

【対象者】40歳以上の女性
【当日の受付時間】午後1時～2時30分
【申込方法】電話で各申込先へ。先着順

1
千
200
円

15日㈬ 保健所3階 健 7日㈫ 16日㈭
 25日㈯ 31日㈮ 南市民健康センター 南

21日㈫ 北部コミュニティセンター 北23日㈭ 北市民健康センター 7日㈫ 18日㈯ 
23日㈭ 北市民健康センター 北肺がん検診

（かくたん細胞診）
【申込先】各市民健康センター 【対象者】40
歳以上で3日間連続して、たんの出る人

500
円 15日㈬ 23日㈭ 

31日㈮ 中市民健康センター 中大腸がん検診
（便潜血検査2日法）

【申込先】各市民健康センター 
【対象者】40歳以上の人

200
円 21日㈫ 北部コミュニティセンター 北

来年1月の日程  幼児歯科薬物（フッ化物）塗布
◆対象者：1歳6か月以上4歳未満
◆持ち物：母子健康手帳　◆料金：無料

実施日 受付時間 場所
14日㈫ 午前9時30分～11時30分 午後1時～3時 中
20日㈪ 午後1時～3時 もえぎ
21日㈫ 午前9時30分～11時30分 午後1時～3時 南
28日㈫ 午前9時30分～11時30分 午後1時～3時 北

来年1月の日程
4か月～3歳児
健康診査　　

①：1日～15日生まれの子、
②：16日～月末生まれの子を対象

【略字】
中：中市民健康センター
南：南市民健康センター
北：北市民健康センター
東部：東部コミュニティセンター
西部：西部コミュニティセンター
もえぎ：もえぎの里

事業名 
【対象者】

中市民健康センター 南市民健康センター 北市民健康センター
実施日 受付時間 場所 実施日 受付時間 場所 実施日 受付時間 場所

4か月児健康診査
【平成25年9月生まれ】

15日㈬ 午後1時～2時 東部 28日㈫ ①午前9時～10時30分
②午後1時～2時 南 14日㈫ ①午前9時～10時30分

②午後1時～2時 北
21日㈫ ①午前9時～10時30分

②午後1時～2時 中 31日㈮ 午後1時～2時 もえぎ 17日㈮ 午後1時～2時 西部
10か月児健康診査

【平成25年3月生まれ】
7日㈫ ①午後1時～2時30分 中   8日㈬ ①午後1時～2時30分 南  6日㈪ ①午後1時～2時30分 北29日㈬ ②午後1時～2時30分 24日㈮ ②午後1時～2時30分 27日㈪ ②午後1時～2時30分

1歳6か月児歯科健康
診査と育児教室

【平成24年6月生まれ】
16日㈭ ①午前9時～10時30分

②午後1時～2時30分 中 23日㈭ ①午前9時～10時30分
②午後1時～2時30分 南 30日㈭ ①午前9時～10時30分

②午後1時～2時30分 北

3歳児健康診査
【平成22年12月生まれ】

10日㈮ ①午前9時～10時30分
②午後1時～2時 中  9日㈭ ①午前9時～10時30分

②午後1時～2時 南 17日㈮ 午後1時30分～2時30分 西部

22日㈬ ①午前9時～10時30分
②午後1時～2時 北15日㈬ 午後1時30分～2時30分 東部 31日㈮ 午後1時30分～2時30分 もえぎ

来年1月の日程  愛犬のしつけ方教室
犬のしつけ方などの相談をお受けします。
◆対象者：犬の飼い主、犬を飼いたい人
◆料金：無料

 保健所生活衛生課 252－7195

◎保健所に子犬がい
る場合は「愛犬さが
しの会」も行います。

実施日 受付時間 場所
17日㈮ 午後1時集合 保健所1階

※該当日に受診できない場合は、事前に各市民健康センターまでご連絡ください。

来年1月の日程
がん検診

【略字】
健：健康増進課

※生活保護世帯の人は無料です。受診時に「保護受給
証明書」（生活福祉一課または二課で発行。発行日よ
り6か月間有効）が必要です。提示されない場合は有
料です。

“
朝
食
は
今
日
が
始
ま
る
出
発
点
”

毎
月
19
日
は「
食
育
の
日
」で
す

来年1月の日程
相談、
検査など
※料金はいずれ
も無料です。
※その他健康に
関して、いつで
もお気軽にご相
談ください。

【略字】地：保健
所地域保健課、
西部：西部コミ
ュニティセンタ
ー

事業名 実施日 受付時間 場所 申込先・対象者

育児心配ごと相談
9日㈭ 午後1時～2時30分 北

予約不要。育児について相談したい人22日㈬ 午前9時～10時30分 中
22日㈬ 午後1時～2時30分 南

パパママ学級 20日㈪ 午後1時集合 中 予約不要。妊婦さんと夫
遺伝相談 8日㈬ 午後2時～4時 中 希望者は事前に中市民健康センターへ

指定相談事業所による
出張精神保健福祉相談 17日㈮ 午後1時～3時 南 心の病気（精神疾患・ひきこもりなど）に関する相談を

希望する人とその家族。事前に南市民健康センターへ

総合健康相談窓口 土・日曜日、祝
日を除く毎日 午前9時～午後5時 地 薬物依存者とその家族、アスベスト・化学物質な

どについて相談したい人
ひきこもり

総合相談窓口
土・日曜日、祝
日を除く毎日 午前9時～午後5時 地 ひきこもりについて相談したい人。保健所地域保

健課へお問い合わせください。

エイズ検査
☆は即日検査です

20日㈪☆ 午後1時20分～3時
午後5時～6時 保健所

3階

相談したい人は保健所地域保健課または各市民健
康センターへお問い合わせください（匿名で受けら
れます）。検査予約は保健所地域保健課へ。27日㈪☆ 午後1時20分～3時

骨密度測定 14日㈫ 午前9時30分～11時 中 予約不要。市内在住の18歳以上の人

◦保健所地域保健課     252－7191
◦健康増進課            252－7193
◦中市民健康センター   252－0632
◦南市民健康センター   271－8010
◦北市民健康センター   232－7681

問
い
合
わ
せ
先

市
民
病
院
パ
ー
ト
職
員

【お詫びと訂正】12月1日号9面に掲載した「加藤栄三・東一美術館」で開催中
の展覧会名に誤りがありました。お詫びして訂正いたします。（誤）奥村晃史
展ワイルドアニマルズ → （正）奥村晃史展マイルドアニマルズ、（誤）生命の
尊厳 栄一・東一と生き物たち → （正）生命の尊厳 栄三・東一と生き物たち

▼原令子さん
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「この建物の屋根には岐阜県のヒノキ
をふんだんに使用するため、とても温
かみのある空間になると思います。自
分の家のようにゆったりと本を読みに来
てください」矢吹光代さん

　「みんなの森 ぎふメディアコスモス」の建
設とあわせて、施設の西側に並木道の整
備を進めています。8・9月に並木道の名
称を募集したところ、539人から920点の
作品が寄せられました。その中から選考し
たものを組み合わせ「せせらぎの並木 テニテオ」を名称として決定しました。並木道
の一部はご利用いただけますので、皆さんぜひ足をお運びください。

　植栽する樹木を整備するための寄附を募集しています。◆寄附金額　1口
2,000円。寄附者の氏名は市ホームページに掲載します。◆寄附方法・ 　専
用の寄附申込書に必要事項を記入し、郵送、ファクス、Eメールまたは直接ぎふ
メディアコスモス開設準備課へ。後日、寄附振込用紙を送付します。

樹木の整備寄附金を募集

◆申込・ 　ぎふメディアコスモス開設準備課（〒500-8701今沢町18本庁
舎8階・ 214ー4584・ 262－0512・  g-mediacosmos@city.gifu.gifu.jp）
※施設概要、募集要項、寄附申込書などは同課または市ホームページで入
手できます。詳しくは市ホームページをご覧ください。

「みんなの森 ぎふメディアコスモス」の建設を進めています

現場で働く人の声

　今年7月から岐阜大学医学部
等跡地にて、市立図書館を中心
とした複合施設「みんなの森 ぎふ
メディアコスモス」の建設が始ま
りました。「知の拠点」としての（仮
称）中央図書館、「絆の拠点」とし

ての（仮称）市民活動交流センター、「文化の拠点」としての展示ギャラリー
などのほか、施設を取り囲むように、カツラを主とした6列の並木道やせせ
らぎ、市民広場などもあわせて整備しています。建物は平成26年末の完
成を予定し、その後、館内システムや備品の整備、広場工事などの開館
準備を行い、平成27年夏の開館を目指しています。

工事の進捗状況

イメージ図

「岐阜に引っ越してきてから、こちらで出会った人は岐阜が大好きなやさしい人ばか
りです。そんな人たちのことを頭に浮かべながら、少しでも良い建物になるよう頑
張る毎日です」庵原義隆さん

　現在、地下の基礎工事も終わりに近づき、年明
けからはいよいよその姿を現し始めます。

イメージ図

▲工事監理を行う設計事務所の皆さん。左か
ら庵原義隆さん、南俊允さん、矢吹光代さん

平成27年夏、図書館本館が生まれ変わります
　現在の図書館本館は築55年が経ち、エレベーターがなくバリアフリー対応ではありません。
また、他の自治体と比べて非常に低い水準にあります。

今、なぜ図書館をつくるの？

岐阜市の図書館の現状（人口20万人以上の135自治体（東京23区含む）の現状を比較）
現状（平成24年4月1日）　→　建て替え後　　

・人口1千人当たりの図書館の延床面積　　　　126位（11.2㎡）　→　52位（29.2㎡）
・人口1人当たりの蔵書数　　　　　　　　　　　　125位（1.4冊）　→　35位（3.0冊）　

▲現在の市立図書館本館

　本は、多くの先人たちの経験や知識が詰まっ
た宝庫です。読書に親しみ活字に触れることは、
知識の習得だけでなく、感性を磨き、表現力を
高め、想像力を豊かにします。図書館では手に
取りやすいなじみのある図書を中心に家庭・地域・
学校での学習や知的好奇心に応えていきます。

◆（仮称）中央図書館の主な特徴　蔵書数は約4.5倍、座席数が7倍の910席に！
①蔵書の拡充（蔵書数） 約90万冊※開館時点では約30万冊
②ライブラリープログラムの充実 文学講座、講演会、セミナー、おはなし会や各種展示など多数企画

③情報通信機器の活用
パソコン、インターネットなど情報機器を活用できる環境を整備
各種データベース、視聴覚・デジタル資料、電子書籍等を導入予定
ICタグを使った迅速な貸出手続き

イメージ図

▼工事現場を南から望む

並木道の名称が決定！
「せせらぎの並木 テニテオ」

※

市民の皆さんがより身近に
図書を手に取り、情報を求
め、本を介して多くの人との
交流が生まれる場所となるよ
う、生活に密着したみんな
が主人公の図書館をつくっ
ていきます。

・特色ある書架（例：信長公コーナーを設置、本の森を散策、人と人との交流を演出 など）
・子どもから高齢者まで楽しんで学ぶことのできる事業を企画  図書館本館 262ー2924

つかさのまち夢プロジェクト第1期

環境への取り組み

将来負担を最小限度にとどめる財源計画

平成27年夏の開館を目指し整備中

　環境への配慮として、市
の特性である豊富な地下水
や太陽光などの自然エネル
ギーを最大限活用し、消費
エネルギーを同規模の建物
の半分以下に抑えます。

　財源には、（仮称）中央図書館と（仮称）市民活動交流センターの整備に
対する国庫補助金のほか、木屋根への県産材の利用による県補助金を活
用しています。また、跡地整備のためにこれまで蓄えてきた基金や、大変
有利な起債である合併特例債 の活用など、将来負担を最小限にして事業
を進めています。

イメージ図

「8月から岐阜に住み始めました。今の私の住まいでは井戸水が使われていて、こ
こは豊かな自然が生活と深く結び付いていると実感しました。この建物は岐阜の
水や自然光を使い、ここにしかない自然豊かな場所をつくっています」南俊允さん

※合併特例債：元利償還金の70％が後年度の地方交付税で措置されます。

交流が生まれる「滞在型図書館」として、
年間来館者数100万人を目指します
　専門的・学術的な図書が豊富にある県立図書館とは異な
り、市立図書館では市民ニーズに沿った図書を中心にそろ
えています。市民の皆さんが気軽に立ち寄ることができ、
たくさんの交流が生まれる場を提供していきます。

図書館は、市民の皆さんと情報を結ぶ「知の拠点」です


